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平
成
四
年
度
通
常
総
会

山

研

改

築

に
な

お

一
層

の
協

力

を

ば
現
在
名
誉
会
員
三
二
名
、
永
年
会
員
四
四

名
、
終
身
会
員
七
八
名
、
通
常
会
員
四
七
七

三
名
、
合
計
四
九

一
七
名
で
あ
る
。

定
款
二
十
九
条
に
よ
り
議
長
に
選
出
さ
れ

た
山
田
二
郎
会
長
は
議
事
に
入
る
前
に
冒
頭

大
要
次
の
よ
う
な
挨
拶
を
行

っ
た
。

「昨
年
は
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
登
山
、
Ｈ
Ａ

Ｔ
Ｉ
Ｊ
へ
の
協
力
、
山
研
の
改
築
と
二
つ
の

大
き
な
事
業
が
あ
り
、　
一
時
は
ど
う
な
る
こ

と
か
と
思
っ
た
が
、
幸
い
皆
さ
ま
の
協
力
に

よ
り
ど
う
や
ら
年
が
越
せ
ま
し
た
こ
と
を
感

謝
致
し
ま
す
。
た
だ
第

一
次
の
ナ
ム
チ
ャ
バ

ル
ワ
で
は
不
幸
に
し
て
大
西
隊
員
の
遭
難
事

故
が
あ
り
大
い
に
反
省
し
て
い
ま
す
し
、
ま

た
天
候
も
不
安
定
で
あ
り
ま
し
た
た
め
に
頂

上
直
下
の
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
は
越
え
た
も
の
の

天
候
が
急
変
し
て
退
却
の
や
む
な
き
に
至
り

ま
し
た
。
今
年
は
ま
さ
に
日
中
国
交
正
常
化

二
十
周
年
に
当
た
り
ま
す
し
、
そ
れ
に
入
山

許
可
が
二
年
限
り
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
再

が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
昨
年
秋
、
国
際
会
議

が
成
功
裡
に
終
り
ま
し
た
が
、
今
後
の
運
営

が
問
題
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ

か
ら
山
研
に
つ
き
ま
し
て
は
既
に
地
鎮
祭
も

終
わ
り
、
関
係
諸
官
庁
へ
の
許
可
も
大
半
が

終
了
し
、
本
年
中
に
完
成
の
予
定
で
す
の
で

新
山
研
に
大
い
に
期
待
し
て
い
た
だ
き
た

総会風景―挨拶する山田会長

(3)

平
成
四
年
度
の
通
常
総
会
が
去
る
五
月
十

六
日
（土
）午
後
二
時
、
東
京
千
代
田
区
内
神

田
コ
ー
プ
ビ
ル
六
階
で
開
か
れ
た
。

こ
の
通
常
総
会
に
は
、
会
員
二
五
ｏ

一
名

（委
任
状
二
四

一
七
名
を
含
む
）
が
出
席
、

議
案
①
平
成
二
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
収
支

決
算
、
財
産
目
録
承
認
の
件
②
平
成
四
年
度

事
業
計
画
案
お
よ
び
収
支
予
算
案
承
認
の
件

③
平
成
四
年
度
除
籍
の
件
④
そ
の
他
に
つ
い

て
慎
重
審
議
し
た
結
果
、
い
ず
れ
も
こ
れ
を

原
案
ど
お
り
可
決
、
承
認
し
た
。

ま
ず
議
案
審
議
に
先
だ
ち
小
倉
茂
暉
総
務

担
当
常
務
理
事
よ
り
四
十
名
の
物
故
者

（後

掲
）
の
名
前
が
読
み
上
げ
ら
れ
黙
蒔
が
捧
げ

ら
れ
、
会
務
報
告
に
入

っ
た
。
そ
れ
に
よ
れ

ナムチャバルワ第二信……………(10)

新支部長紹介……………………¨̈ (10)

HETによるヒマラヤ・コード… (11)

東西南北………………………・………(12)

「アンタークテックウォーク南極点
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図書紹介………………………………(12)

報 告………………… …̈…………(13)

「秩父宮記念学術賞 授賞記念講演会

開催さる」「高柄山さくらハイク」

「三水会四月現地集会」「支部長選出

について」

会務報告 …̈……………………・……(15)

五月定例理事会,支部長会議,ルー

ム日誌,会員異動,山研・ナムチャ

合同募金応募状況,新入会員 (復

活),住所・住居表示変更

お知らせ…………… …̈…………・(17)

>日 本山岳会事務取扱時間
月,火,木,土曜 10時～20時

水,金曜     13時～20時

日曜・祭日は休み
>図書室開室時間

日曜・祭日・月曜を除く毎日
13時～20時

>ルーム夏休み
8/10(月 )～8/16(日 )

挙
を
期
し
て
鋭
意
準

備
中
で
あ
り
ま
す
。

現
在
隊
員
も
お
お
よ

そ
揃
い
、
出
発
は
九

月
下
旬
、
帰
国
は
十

一
月
初
旬
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｊ
に
つ

き
ま
し
て
は
四
団
体

問
題
は
資
金
繰
り
で
あ
り
ま
す
。
幸
い
に

し
て
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
は
ほ
ぼ
賄
え
る
見
通

し
で
あ
り
ま
す
が
、
山
研
に
つ
き
ま
し
て
は

会
員
募
金
を
主
体
に
し
て
お
り
ま
し
て
、
ま

だ
二
四
〇
〇
～
五
〇
〇
万
円
資
金
シ
ョ
ー
ト

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
広
く
多
く
の
方
々
に

ご
協
力
、
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
た
い
。

会
員
に
つ
き
ま
し
て
は
昨
年
の
四
七
三
〇

名
か
ら
四
九

一
七
名
に
増
加
致
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
他
方
死
亡
、
退
会
、
除
籍
者
も
か

な
り
あ
り
ま
す
の
で
執
行
部
と
し
て
は
こ
れ

ら
の
人
々
の
声
も
謙
虚
に
耳
を
傾
け
て
行
き

２３
六
六
五

●
●

お
知
ら
せ
テ
ー
プ
電
話
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た
い
。

な
お
、
社
会
的
な
問
題
と
し
て
は
遭
難
事

故
の
多
発
で
あ
り
ま
す
が
、
と
く
に
中
高
年

登
山
者
の
遭
難
が
目
立
ち
、
そ
の
防
止
策
が

大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
自
然
保
護

・
環
境
問
題
に

つ
い
て
も
同
様

で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
日
本
山
岳
会
と
し
て

も
避
け
て
通
れ
な
い
こ
と
で
あ
り
ま
す

の

で
、
今
後
と
も
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。
」

第

一
号
議
案
、
平
成
二
年
度
事
業
報
告
（別

掲
）
は
小
倉
茂
暉
常
務
理
事
が
行

っ
た
。
そ

れ
に
よ
れ
ば
平
成
三
年
度
の
主
な
事
業
は
通

常
総
会
、
岐
阜
支
部
二
十
周
年
、
全
国
支
部

集
会
（富
山
）
、
女
性
懇
談
会
全
国
集
会
（秋

田
）
、
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
登
山
、
同
支
援
隊
、

山
研
改
築
、
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｊ
協
力

（昭
和
女
子

大
）
、
自
然
保
護
全
国
大
会

（新
潟

ｏ
新
発

田
）
、
年
次
晩
餐
会
そ
の
他
多
く
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
、
講
習
会
等
が
行
わ
れ
た
。

収
支
決
算
、
財
産
目
録

（別
表
）
に
つ
い

て
は
大
倉
昌
身
財
務
担
当
常
務
理
事
が
説
明

し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
同
年
度
の
収
支
決
算

は
ま
ず
収
入
は
会
費
の
高
い
納
入
率
と
金
利

の
高
水
準
、
各
種
補
助
金
、寄
付

（大
西
家
）

な
ど
に
支
え
ら
れ
予
算
額
五
七

一
二
万
円
に

対
し
て

一
億

一
九
万
四
四
六
円
と
な

っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
支
出
面
に
つ
い
て
は
出
版

費
、
支
部
関
係
費
、
山
研
改
築
募
金
経
費
、

雑
費

（交
際
費
的
な
費
用
、
例
え
ば
Ｈ
Ａ
Ｔ

Ｉ
以
下
九
頁
に
続
く
―

烈
風
へ
の
挑
戦

六
月
末
、
ア
ラ
ス
カ
の
マ
ッ
キ
ン
リ
ー

（六

一
九
四
房
）
か

ら
、
思

っ
て
も
み
な
か

っ
た
報
が
届
い
た
。

近
く
の
火
山
が
爆
発
、
カ
ヒ
ル
ト
ナ
氷
河
の
セ
ス
ナ
機
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に
い
る
百
三
十
人
の
登
山
者
が
、　
一
時
孤
立

し
た
、
と
い
う
。

マ
ッ
キ
ン
リ
ー
で
は
、
九
〇
年
以
来

「
烈
風
」
を
テ
ー
マ
に
、

日
本
山
岳
会
科
学
研
究
委
員
会
の
登
山
家
た
ち
が
興
味
あ
る
調
査

を
続
け
て
い
る
。
今
年
は

「第
二
次
気
象
観
測
機
器
設
置
登
山

隊
」
が
現
地
入
り
し
て
お
り
、
彼
ら
も
こ
の
火
山
爆
発
を
目
撃
し

た
こ
と
だ
ろ
う
。

「私
が
高
山
で
の
気
象
観
測
を
思
い
立

っ
た
の
は
、　
一
九
八
二

年
十
二
月
に
エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
登
頂
後
消
息
を
絶

っ
た
加
藤
保
男
、

小
林
利
明
両
氏
の
遭
難
の
時
で
、
や
は
り

『
烈
風
』
が
問
題
視
さ

れ
た
か
ら
で
す
」
と
、
隊
長
の
大
蔵
喜
福
は
、

「第
二
次
登
山
計

画
書
」
で
言

っ
て
い
る
。

冬
の
エ
ベ
レ
ス
ト
に
登
頂
後
、
小
林
と
合
流
し
た
加
藤
が

「
頑

張
る
ぞ
」
の
無
線
交
信
を
最
後
に
行
方
を
絶

っ
た
時
、
二
人
は
強

烈
な
風
で
稜
線
か
ら
飛
ば
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
見
方
が

有
力
だ

っ
た
。

そ
の

「
烈
風
」
の
研
究
に
、

マ
ッ
キ
ン
リ
ー
が
選
ば
れ
た
の

は
、
八
四
年
二
月
の
植
村
直
己
、
そ
の
五
年
後
八
九
年
二
月
の
山

田
昇
、
小
松
幸
三
、
三
枝
照
雄
、
と
こ
の
北
米
大
陸
最
高
峰
で
相

次
い
だ
登
山
家
の
悲
報
の
故
で
あ
る
。

九
ｏ
年
六
月
、
第

一
次
隊
は
、
デ
ナ
リ
パ
ス
上
部
、
標
高
五
七

一
〇
ｖ川
の
岩
峰
に
、
自
動
観
測
機
器
を
設
置
し
た
。
デ
ナ
リ
国
立

公
園
か
ら

一
年
の
設
置
許
可
を
取
得
し
た
上
で
の
こ
と
だ
。

翌
九

一
年
六
月
末
、
現
地
に
到
着
し
た
二
次
隊
は
、
セ
ン
サ
ー

の
支
柱
が
も
の
の
見
事
に
倒
壊
し
て
い
る
の
を
見
せ
つ
け
ら
れ
、

果
然
と
す
る
。
幸
い
、
記
録
装
置
は
作
動
し
て
い
た
た
め
、
お
お

よ
そ
の
状
況
は
つ
か
む
こ
と
が
で
き
た
。

記
録
に
よ
る
と
、
風
速
計
の
倒
壊
は
九
〇
年
十

一
月
二
十
二
日

で
、
そ
の
時
点
ま
で
の
最
大
風
速
は
、
秒
速
六
十
三
屑
だ
っ
た
。

観
測
機
器
を
支
え
て
い
た
二
、、ド
の
ワ
イ
ヤ
ー
は

「超
大
型
台
風
並

の
突
風
が
あ
ら
ゆ
る
方
向
か
ら
衝
撃
荷
重
を
あ
た
え
、
疲
労
破
壊

で
破
断
に
い
た
っ
た
」

（同
計
画
書
）
と
い
う
。

気
温
に
つ
い
て
は
、

マ
イ
ナ
ス
五
〇
度
以
下
に
下
が

っ
た
日

が
、
九
〇
年
十

一
月
か
ら
翌
年
二
月
に
か
け
て
二
十
八
日
間
あ

り
、
う
ち
五
割
の
十
四
日
間
が
十

一
月
に
集
中
、
最
低
気
温
は
二

月
二
日
の
マ
イ
ナ
ス
六
ｏ
度
だ

っ
た
。

問
題
の
烈
風
だ
が
、
倒
破
前
ま
で
秒
速
五
〇
μ川
以
上
の
風
が
吹

い
た
日
が
、
十
数
回
、
そ
れ
も
冬
で
は
な
い
六
月
か
ら
九
月
に
か

け
て
集
中
し
て
い
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
倒
壊

前
も
セ
ン
サ
ー
の
調
子
が
悪
く
、
詳
し
く
は
今
後
の
計
測
に
待
た

ね
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
。

二
次
隊
は
、
前
回
の
失
敗
を
反
省
、
今
回
は
ワ
イ
ヤ
ー
を
倍
以

上
の
太
さ
の
も
の
に
す
る
な
ど
、
設
置
方
法
を
改
良
し
、
「五
年

間
継
続
観
測
」
し
た
い
、
と
し
て
い
る
が
、
現
地
の
理
解
も
あ
る

と
の
こ
と
だ
し
、
お
そ
ら
く
順
調
に
終
了
し
た
こ
と
だ
ろ
う
。

山
で
、　
一
瞬
の
強
風
に
転
が
さ
れ
た
体
験
を
持

つ
登
山
者
は
少

な
く
な
い
。
寒
さ
と
並
ん
で
、
風
は
山
の
脅
威
の
重
大
な
要
素
だ

が
、
登
る
側
か
ら
の
科
学
的
な
究
明
は
、
ま
だ
未
知
の
領
域
に
近

い
。
日
本
を
代
表
す
る
登
山
家
た
ち
が
帰
ら
な
か
っ
た
山
で
の
、

地
道
な
研
究
に
期
待
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（江
本
嘉
伸
）

幽

海外の山“
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3月 14日  新入会員オリエンテーション       本会

3月 14～ 16日  山岳スキー講習会  (指導) 会津駒ヶ岳

(口 )研究会

7月 13～ 14日  第 11回登山医学研究会

北里研究所北里本館

高齢者登山について     小林太刀夫

多様化する登山に対応する医療はいかにあ

るべきか           大森薫雄

(ハ)講演会,シ ンポジウム

4月 6日  シンポジウム「山小屋の屎尿処理」

永嶋正信氏他  青山学院大学

7月 5日  シンポジウム「山における雷の問題」

北川信一郎氏  青山学院大学

11月 22日 講演会「飯豊の高山植物」 小荒井実氏  本会

2月 6日 講演会「マッキンリー気象観測報告」

大蔵喜福氏  本会

2.登山施設の改善,そ の他登山のための適切な事業

*上高地山岳研究所の開設及び改築計画の検討,解体

4月 ～10月

*山に関する貴重なフィルム,スライ ド,テープ,ア ルバム等の

複製および貴重な資料の収集,整備,管理

3.山岳遭難の予防とその対策に関する企画および指導

2月 22～23日 中高年登山対策全国大会

水道橋グリーンホテル

4。 自然保護活動の推進

6月 2日～9日 全国一斉清掃登山の実施 (HAT― J)に協力

各支部

6月 29～30日  自然保護全国集会

新発田市及び飯豊山麓・湯の平温泉

9月 1日  自然観察山行            玉原湿原

11月 2～ 3日  自然環境保全のための現地観察   稲包山

3月 1日  自然観察山行             奥武蔵

JACの 自然保護活動の歴史の調査,編集

5。 機関誌などの発行

*「山岳」第 86年 (1991年 )号の発行

*「 山岳」総索引の発行

*会報「山」第 551号～第 562号 の発行

*会報「山」501～ 550号総目録の発行

*「登山医学」第 11巻の発行に協力

6.国内および外国山岳団体との連絡、情報交換
*国内関係団体 (日 山協,都岳連,そ の他)と の密接な連絡
*海外登山団体との機関誌および情報の交換

11月 9～ 10日  山岳環境保護国際シンポジウム開催に協力

昭和女子大学

7.海外登山

*ム スターグアタ登山隊の派遣 (青年部)7月 21日～8月 26日

*日 中合同ナムチャバルヮ峰登山隊の派遣     9月 ～12月

*ナ ムチャバルワ・ トレッキングの実施 10月 20日～11月 5日

8。 その他目的を達成するために必要な事業

*山岳図書の拡充をはかる

*その他目的を達成するために必要な事業を行う

日本山岳会 平成 3年度事業報告

(3.4.1～ 4。 3.31)

1.登 山の指導と奨励に必要な集会,研究会,講習会および展覧会

の開催

(イ )集会

4月 13～ 14日  スケッチ山行 (集会)       乗鞍岳

4月 14日 新入会員歓迎さくらハイク (総務)   岩殿山

4月 19～21日 スキー講習会 (指導、女性懇)   八甲田

5月 2～ 6日 ゴールデンウィーク合宿 (青年部)  剣岳

5月 18日  支部長会議         東京・ コープビル

5月 18日  支部事務局担当者会議         〃

5月 18日  総会                 〃

5月 25～26日 岐阜支部創立 20周年記念山行   恵那山

6月  1～ 2日 第 45回ウェストン祭       上高地

6月 7～ 9日 第 15回若葉会山行 (集会,岩手支部)

岩手・七時雨山

6月 8～ 9日 初夏合宿 (青年部)        谷川岳

6月 15～ 16日  小川山岩登り集会 (学生部)    小川山

6月 22日 富士山合宿 (青年部)         富士山

6月 24日  ビデオ映写会 I             本会

7月 20～21日 探索山行・湿原と植物 (科学)  駒止湿原

9月 28～29日 全国支部集会       立山 0富山支部

10月 5～ 6日 スケッチ山行           上高地

10月 5～ 6日 初級岩登り講習会 (指導)     小川山

10月 5～ 6日 秋合宿 (青年部)         小川山

10月 12～ 13日  女性懇談会全国集会     秋田 。八森町

10月 15日  ムスターグアタ・ブロー ドピーク報告会  本会

10月 21日 新入会員懇談会             本会

10月 23日  「山を語る」講演会    広島三朗氏  本会

10月 27日  ビデオ撮影会            西沢渓谷

11月 6日 早大 トリポール・拓大スークーニャン報告会

(青年部)本 会

11月 10日  第 28回マラソン大会 (学生部)   皇居周辺

11月 28日 冬山講習会「防げるか冬山の孤立遭難」  本会

12月 5日 立正大シシャパンマ報告会 (青年部)   本会

12月 5日 積雪期剣岳八ツ峰研究会 (学生部)    本会

12月 7日 支部長会議       新高輪プリンスホテル

12月 7日 年次晩餐会       新高輪プリンスホテル

12月 15日 忘年山行               鹿留山

12月 21日 ナムチャバルワ登山検討会及び報告会

番町グリーンパレス

1月 8日 千葉大ツェダカン報告会 (青年部)    本会

1月 11～13日  スキー懇親会          八方尾根

2月 8日  ナムチャバルヮ登山総括         本会

2月 14日  第 20回「山岳史懇談会」 橘 真琴氏  本会

2月 18日  ビデオ映写会Ⅱ             本会

3月 3日 第 23回「山岳図書を語る夕べ」

薬師義美氏

3月 3日 第 29回「この一本展」

3月 8日 南極ビンソンマシフ峰報告会

3月 7～ 9日 戸隠スキー集会 (婦人懇談会)

会

会

会

隠

本

本

本

戸

(3)
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旅費・交通費

通信 。運搬費

火災保険料

修 繕 費

租 税 公 課

光熱水料費

電 話 料

会 議 費

什器備品費

振替手数料

支部運営費

福利厚生費

事務所管理費

その他の管理費

負 担 金

雑   費

管 理 費 計

.固定資産取得支出

什器備品購入支出

建設仮勘定支出

固定資産取得支出計

。特定預金支出

海外登山基金支出

図書出版研究基金支出

長期計画積立金支出

登山特別基金支出

終身会費積立金支出

特定預金支出 言十

予 備 費

予 備 費

当期支出合計 (C)

当期収支差額
(A)一 (C)

次期繰越収支差額
(B)一 (C)

(注)1.

(注)2.
(注)3.
(注)4.
(注)5。

(注)6.

1,292,1

22,080

3,800

上高地山研改築募金経費 ¥1,716,430。一

ナムチャバルヮ登山隊へ支出 ¥34,000,000.―

上高地山研解体費 ¥1,493,500。一

上高地山研設計料 ¥3,500,000。 一

海外登山基金支出 ¥1,000,000。 一 (同基金に大西家寄

付金積み増し)

長期計画積立金支出 ¥5,410,000。 一 (同積立金積み増

し ¥4,000,000。 一
)

正味財産増減計算書

平成 3年 3月 31日～ 4年 3月 31日

収 支 計 算 書
平成 3年 4月 1日 から平成 4年 3月 31日 まで

(注)1.ナ ムチャバルワ登山に対する

「スポーツ振興基金」助成金 ¥30,000,000.―

「放送文化基金 後期分」助成援助金 ¥2,000,000。 一

(社 )日 本山岳会中高年登山対策全国大会に対する

「SSFスポーッェィ ド」助成金 ¥1,000,000。 一

(注)2.故  大西宏ナムチャバルワ登山隊員御遺族から

¥1,000,000.―

1,786

1,192

3

23

78,

409,4

7

21

684

153

40

△74

△133

△ 1

△ 2

△1,140

△520

△5,330

３０

５０

・６

７５

６０

△358,

△

37

△692,1

3,

3,500,

3,500,

1,0001

260

5,410

1,140

Ⅱ 支出の部

費

費

業

版

事

出

図書管理費

調査研究費

指 導 費

支部関係費

海外諸関係費

山岳研究所運営費

海外登山補助金

その他事業費

印刷 。製本費

通信運搬費

事業費計

運営管理費

給料・手当

文具・消耗品費

印刷・製本費 2,141 △941

11,511

837

△605

80

△57

30

△893

△39

△1,745

1.増加の部

1.資産増加額

図書出版研究基金

長期計画積立金

登山特別基金

海外登山基金

終身会費積立金

建設仮勘定

棚卸資産

増加額計

1.減少の部

1.資産減少額

当期収支差額

200,

1,990,

3,500,

29,279,

8,000,

200,

1,200,

65

△33

△37,483

△229

3,

36,

8,

科   目 予算額 決算額 差 異 備考

I.収入の部

1.基本財産運用収入

基本財産利息収入

2.会費・入会金収入

入会 金 収 入

復活会費収入

通常会費収入

終身会費収入

会費・入金金
収入計

3.事 業 収 入

広告料収入

印 税 収 入

刊行物売上収入

その他事業収入

山研使用料収入

事業収入計

4.補助金等収入

補助金収入

5.寄付金収入

寄付金収入

6.雑 収 入

受取利息

雑 収 入

雑収入計

7.特定預金取崩収入

図書出版基金取崩収入

当期収入合計(A)

前期繰越収入差額

収 入 合 計(B)

400,000

3,000,000

0

41,000,000

0

44,000,000

1,500,000

20,000

800,000

2,500,000

1,500,000

6,320,000

0

6,000,000

400,000

6,400,000

0

562,820

4,005,000

255,000

43,379,000

520,000

48,159,000

1,650,151

16,917

375,020

2,625,300

1,392,134

6,059,522

10,785,790

623,314

11,409,104

33,000,000

1,000,000

△162,820

△1,005,000

△255,000

△2,379,000

△520,000

△4,159,000

△150,151

3,083

424,980

△125,300

107,866

260,478

△4,785,790

△223,314

△5,009,104

△33,000,000

△1,000,000

注

　

注

57,120,00C

31,731,12C

100,190,446

31,731,120

△43,070,446

0

88,851,12C 131,921,566 △43,070,446

61,889,0001102,026,4971△ 40,137,497

△4,769,0001△ 1,836,0511△ 2,932,949

|       |
26,962,120129,895,0691△ 2,932,949

金 額科   目

260,000

5,410,000

1,140,000

1,000,000

520,000

3,500,000

67.709 11,897,709

11,897,70C

科   目 予算額 決算額 差 異 備考

(4)

(注 )
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退職給与引当金は期末退職給与の要支給額の 100%に相当

する額を計上している。

(4)資金の範囲について

資金の範囲には,現金預金,未収会費,前受会費及び預り

金を含めている。なお,前期未及び当期未残高は,下記 3に

記載のとおりでる。

2.基本財産の増減及びその残高は,次のとおりである。

3.次期繰越収支差額の内容は,次のとおりである。

4.固定資産の取得価額,減価償却累計額及び当期末残高は,次の

とおりである。

財 産 目 録

平成4年 3月 31日現在

[1]資産の部

1.流 動 資 産

現 金 預 金

現金 現金手許有高

振 替 預 金

東京地方預金局

普 通 預 金

協和埼玉銀行市
支店

ヶ谷

三菱銀行市ヶ谷支店

三和銀行本郷支店

中央信託銀行本店

三井信託銀行新宿西
日支店

日本信託銀行本店

定 期 預 金

協和埼玉銀行市
支店

ヶ谷

末 収 会 費 294名分

棚 卸 資 産注1

流動資産合計

2.固定資産

(1)基 本 財 産

9,583

貸 借 対 照 表
平成 4年 3月 31日現在

計算書類に対する注記

1.重要な会計方針

(1)有価証券の評価規準及び評価方法について

基本財産の貸付信託は,総平均法による原価基準を採用し

ている。

(2)固定資産の減価償却について

建物及び什器備品の減価償却は行っていない。

(3)引 当金の計上基準について

11備品

物

器

建

什

減少額計

32

19,65〔

246,175,924

246,195,57И

科    目 前期末残高 当期増加 当期減少 当期末残高

貸付信託 (三井)

〃  (日 本)

〃  (中央)

2,380,000

420,000

5,200,000

0

0

0

0

0

0

2,380,000

420,000

5,200,000

合 計 (基本金) 8,000,000 8,000,000

科   目 金 額

|[1]資 産 の 部

11.流 動 資 産

現   金

振 替 貯 金

普 通 預 金

定 期 預 金

未 収 会 費

棚 卸 資 産

流動資産合計

2.固 定 資 産

基 本 財 産

貸 付 信 託

基本財産合計

その他固定資産

土   地

建   物

建設仮勘定

什 器 備 品

図書出版研究基金

長期計画積立金

登山特別基金

海外登山基金

終身会費積立金

退職給与積立金

その他固定資産合計

固定資産合計

資 産 合 計

[2]負 債 の 部

1.流 動 負 債

前 受 会 費

預 り 金

流動負債合計

2.固 定 負 債

退職給与引当金

固定負債合計

負 債 合 計

[3]正味財産の部

正味財産

(う ち基本金)

(当 期正味財産増加額)

負債及び正味財産合計

32,164,358

3

217,723,966

8,000,000

46,297,170

26,423,000

3,500,000

5,123,796

4,450,000

26,340,000

17,480,000

71,000,000

5,810,000

3,300,000

209,723,966

189,000

203,750

392,750

3,300,00C

3,300,000

246,195,57`

8,000,00C

19,65C

249.888。 324

科 目 前期末残高 当期末残高 備  考

現 金 預 金

未 収 会 費

仮  払  金

22,545,457

3,132,000

6,544,953

27,589,819

2,698,000

0

合   計 32,222,410 30,287,819

前 受 会 費

預   り  金

147,000

344,290

189,000

203,750

合  計 491,290 392,750

次期繰越収支差額 31,731,120 29,895,069

科    目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

建     物

什 器 備 品

26,423,000

5,123,796

0

0

26,423,000

5,123,796

合  計 31,546,796 31,546,796

科   目 金 額

23,000,

2,698,

(5)

143,46〔

420,16(

4,026,18(

23,000,00(

2,698,00(

1,876,53(

8,000,00(
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72,720,170合 計

林小班

構造 鉄筋コンクリート造 (一部木造)1棟
100.69 in.2

*上高地山研改築のため建物解体 除却額 ¥9,583,808.―

2.什 器 備 品

財産目録記載外のその他物品リスト (主 として受贈益)

1。 図   書

2.絵  画

流動負債合計

固 定 負 債

退職給与引当金

固定負債合計

負債合計

正 味 財 産

注 1)棚卸資産内訳

注 2)そ の他固定資産内訳

1.建物および土地

場所 長野県南安曇郡安曇村上高地国有林 114い

0
貸 付 信 託

三井信託銀行本店

日本信託銀行本店

中央信託銀行本店

基本財産合計

その他固定資産

地  57.9148m
物 158.54m2

建設仮勘定

什器・備品

図書出版研究基金 (定
期預金・協和埼玉市ヶ谷)

長期計画積立金 (定期
預金・三菱市ヶ谷)

長期計画積立金 (定期
預金・協和埼玉市ヶ谷)

登山特別基金 (定期預
金・三菱市ヶ谷)

海外登山基金 (定期預
金・協和埼玉市ヶ谷)

終身会費立 (定期預金
・協和埼玉市ヶ谷)

退職給与積立金 (定期
預金・協和埼玉市ヶ谷)

その他固定資産
合計

固定資産合計

資産合計

[2]負債の部

1.流 動 負 債

前 受 会 費 16名分

預り金 職員に対する
源泉所得税他

2,380,

420

幼

土

建

217

249,888

岳

麓

樺

猿

島

峠

白

富

田

群

伊

針

馬

士  山

代 沼 の 白

豆  半

の 木

徳本峠から穂高連峰

初 冬 の 両 神 山

鳥 (カ ッ ト原画)

メール ドグ ラス

モ ン ブ ラ ン

カンチュンジュンガ

ユ ン グ ラ ウ

涸 沢 よ り北 穂 高

槍 ヶ 岳 初 夏

カンチェンジュンガ

北 穂 高 滝 谷

或 朝 の 槍 ヶ 岳

油 A-50
油  A-25
油 変 形 -6

墨   絵

油 - 10
油 - 10
墨   絵

油 - 10
墨   絵

エ ッチ グ

エッチング

エッチング

油

水 彩 -6

油 - 10
パ ス テ ル

油 - 25
油 - 25

中村清太郎

茨木猪之吉

中村清太郎

石井 鶴三

茨木猪之吉

茨木猪之吉

石田 吟松

茨木猪之吉

石井 鶴三

シュラーギ
ントワイ ト

山里 寿男

山里 寿男

中村清太郎

矢崎千代二

足立源一郎

足立源一郎

日本民族資料館

日本民族資料館

談  話  室

図  書  室

松本アルプス山岳館

図  書  室

松本アルプス山岳館

図  書  室

図  書  室

図  書  室

松本アルプス山岳館

図  書  室

集  会  室

松本アルプス山岳館

集

談

談

集

室

室

室

室

会

話

話

会

名
取 得
年月日

取得価格 所在

大テーブル (2台セット)チーク材 |
750× 1200× 7201

ソファーセット,チーク材レザー張 |

書倉内移動書架一式,コ ンパックル

応接セットー式,張布イス,テ ーブル
XLE-30

閲覧用テーブル (2台)木製

ライティングビューロー,木製

テレビ,シ ャープ CT-2600(寄 贈品)

ビデオカセットレコーダー,シ ャープ
VC-7000

フィルム収納キャピネット (ス チー
ル製品)

図書カー ド容器,木製 3段

書 棚,木製 2段

16 mm映写機 16-CL(MO)
IMSパ ウチ H-140
1___

1東芝パーソナルワープロ
I           WJ一 R70 FTI

I木製書架ガラス戸付 (2台 )

|ソ ビエ ト製チタン酸素ボンベー本

|シ ャープ液晶ビジョンー式

|ダ
ンロップテントV600,V600S一 式

48。  7.31

48。  7.31

53. 2.10

53. 8. 2

53. 9。 28

54. 6.23

55. 6. イ

55.12.271

56. 8. 81

56. 9。 12

56.12.22

61. 5。 13

61。 10.17

62. 3.12

62. 9。 24

2. 7.12

2. 7.19

2. 3.22

164,200

178,000

1,500,00C

218,00C

250.0001

280.0001

80,0001

116,000

254,000

200,000

500,000

156,000

95,000

89,000

700,000

96,114

587,932

117,420

卜羅罫採

卜苺
=胡

由

図書室
|

談話室

図書室

図書室

談話室

談話室

図書室

図書室

図書室

図書室

事務所

図書室

事務所

事務所

事務所

計 5,123,796

8,000,000

46,297,170

26,423,000

3,500,000

5,123,796

4,450,000

22,340,000

4,000,000

17,480,000

71,000,000

5,810,000

3.300,000

209.723.966

189,000

203,750

3,300,00C

392,750

3,300,000

246,195,57ζ
種  類 摘 要 冊   数

和

洋

圭
日
圭
日

平成 3年度 受入冊数 141冊
平成 3年度 受入冊数  58冊

8626冊

2998冊

掲載,保管場所題   名 種類,号数 作 者 名

種   類 滴 要 金  額

刊  行  物

服飾品・その他

山岳・山岳覆刻版等

クラブタイ タイ止等

1,025,720

850,819

合   計 1,876,539

金 額
(円 )

A 事務所および図書室

72,720,170

場所 東京都千代田区四番町 5番 4

構造 鉄筋コンクリー ト造,陸屋根,地下 1階付

5階建

(事務所)区分所有建物 1階部分 103.32m2

宅地特分 1,124.56m2× 339/10,000

=38.1225841n2

(図書室)区分所有建物 1階部分 55.22m2

宅地特分 1,124.56m2× 176/10,000

=19.7922561n2

計 158.54m2宅地特分 57.91484m2

B 上高地山岳研究所

(6)



山 566-199207020(第 二種郵便物認可)

ネ新入会員懇談会             未定 10月 中旬

ネ秋の現地小集会               未定 10月
*初級岩登り講習会 (集会,指導)       未定 10月

*秋合宿 (青年部)            未定 10月 中旬

*秋山集会 (学生部)           未定 10月 中旬

*支部事務局担当者会議         英彦山 10月 30日

*全国支部懇談会   福岡支部 英彦山 10月 31～ 11月 1日
*第 23回「山岳図書交換会」          本会 未定

*宮崎ウェス トン祭          宮崎支部 11月 3日
*第 29回マラソン大会 (学生部)    皇居周辺 11月 上旬

*秋山山行 (一泊)              未定 11月
*フ リークライミングコンペⅡ      立教大学 11月 中旬

*冬山講習会 (青年部)          本会 11月 下旬

*冬山講習会 (学生部)          本会 12月 上旬

*支部長会議        新高輪プリンス H。 12月 5日
*年次晩餐会        新高輪プリンスH.12月 5日

*忘年山行                  未定 12月

ネスキー懇親会               八方尾根 1月
*冬山報告会 (学生部)           本会 1月 中旬

*報告会・講演会 (青年部)            1月 下旬

*氷雪スキー合宿 (青年部)         未定 2月 中旬

*氷雪スキー合宿 (学生部)          未定 2月
*雪の現地小集会                未定 2月
*映写会Ⅱ                   本会 2月
*中高年登山対策全国大会 ◆支部事務局担当者会議

未定

*第 21回「山岳史懇談会」

*第 24回「山岳図書を語る夕べ」

*第 30回「この一本展」

*山岳スキー講習会 (3回)(指導)    未定

*新入会員オリエンテーション       本会

(口 )研究会

3月 ～4月

3月 14日

*エ ヴェレスト登山の問題点 (高所登山研究委員会)   3月
*第 12回登山医学研究会 筑波大学大学会館ホール

7月 11,12日

(ハ )講演会,シ ンポジウム

*ミ ニ講演会「登山におけるトレーニング効果」     未定

*マ ッキンレーにおける気象調査にっぃて      4月 中旬

*海外登山遭難報告,検証会           本会 5月
ネシンポジウム「気象」               未定

*マ ッキンレーにおける気象調査について      7月 中旬

*シ ンポジウム「山の衣料」              未定

*シ ンポジウム「山の自然保護を考える」        9月
*「冬山遭難防止の為に」講演会        本会 11月

2.登山施設の改善,そ の他登山のための適切な事業

*上高地山岳研究所の改築            4月 ～10月

*ア ラスカ・マッキンリー山における気象観測    6月 初旬

*上高地山岳研究所における自然エネルギー利用

*山 に関する貴重なフィルム,ス ライ ド,テープ,ア ルバム等の

複製および貴重な資料の収集,整備,管理

3.山岳遭難の予防とその対策に関する企画および指導

*遭難救助研究会 (学生部)          未定 12月

*中高年の健康管理と遭難予防セミナー         未定

旬

定

定

定

下

未

未

未

月２

会

会

会

本

本

本

北 穂 高 岳 主 峰

槍   ヶ  岳

タンボチェの僧院

シェルパニの親子

冬 の山 (清 太 山)

油 - 25
油 ―P8
水 彩 -4

水 彩 -5

墨   絵

足立源一郎

足立源一郎

恒

恒

談  話  室

集  会  室

松本アルプス山岳館

松本アルプス山岳館

松本アルプス山岳館

野

野

藤

清

清

近 茂吉

*他の絵画,写真,省略

3.フ ィルム 「マイナスに立つ」他 103点

監 査 報 告

社団法人日本山岳会平成 3年度の収支計算書,正味財産増減計算

書,貸借対照表および財産目録を監査し,正確妥当なことを認めま

す。

平成 4年 4月 15日

社団法人 日本山岳会 監事 飯野  亨

監事 中島 伊平

日本山岳会 平成 4年度事業計画 (案 )

1.

(4.4。 1～ 5。 3.31)

登山の指導と奨励に必要な集会,研究会,講習会および展覧会

の開催

(イ )集会

*海外登山報告会              本会 4月 中旬

*チ ョモランマ報告会 。貫田宗男氏        本会 4月
*新入会員歓迎さくらハイク (総務)   高柄山 4月 19日

*「 山を読む」講演会・小疇尚氏      本会 4月 22日

*ゴールデンウィーク合宿 (青年部)未定 4月下旬～5月 上旬

*日 帰り山行 (女性懇談会)      東京近郊 5月 24日

*フ リークライミング講習会       東京近郊 5月 中旬

*支部長会議         東京・ コープビル 5月 16日

*通常総会               〃   5月 16日

*木暮祭           山梨支部 金山平 5月 16日

*フ リークライミングコンペ I      立教大学 5月下旬

*ビデオ映写会 I                本会 未定

*第 16回若葉会山行 (集会,石川支部)

白山・千振尾根 5月 30～31日

*初夏合宿 (青年部)           小川山 6月 初旬

*初夏集会 (学生部)           小川山 6月 初旬

*第 46回ウェストン祭     信濃支部 上高地 6月 7日
*映写会 I                 本会 6月 2日
*撮影会 I                   未定 6月
*初夏合宿 (青年部)           谷川岳 6月下旬

*報告講演会 (プ レモンスーン登山隊)

(青年部)本会 7月上旬

*探索山行 (科学)            未定 7月上旬

*撮影技術に関する講演会            本会 7月
*懇親山行 (女性懇談会)          東京近郊 7月
*女性懇談会全国集会        御岳山 8月 29～30日

*報告講演会 (ア ムネマチン他)

(青年部・学生部)本会 10月 上旬

*ガ ッシャブルム等登山報告会 (高所登山委員会)

本会 10月
*撮影会Ⅱ                   未定 10月

梓  り|1 秋  色 127由 後 藤 三 男 談  話  室

(7)
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科   目 予算額 前年度予算額 増 減 備考

支出の部

1.事 業 費

出 版 費

図 書 費

調査研究費

指 導 費

支部関係費

海外諸関係費

山岳研究所運営費

海外登山補助費

その他事業費

印刷・製本費

通信運搬費

事業費計

2.管 理 費

給料・手当

文具・消耗品費

印刷・製本費

旅費・交通費

通信・運搬費

火災保険料

修 繕 費

租 税 公 課

光熱水料費

電 話 料

会 議 費

什器備品費

振替手数料

支部運営費

福利厚生費

事務所管理費

その他の管理費

負 担 金

雑   費

管 理 費 計

3.固定資産取得支出

什器備品購入支出

建設仮勘定支出

固定資産取得支出計

4.特定預金支出

長期計画積立金支出

5。 予 備 費

予備費

当期支出合計 (C)

当期収支差額
(A)一 (C)

次期繰越収支差額
(B)一 (C)

11,380,000

800,000

1,236,000

932,000

3,500,000

250,000

1,177,000

3,500,000

2,500,000

500,000

3,600,000

29,375,000

8,500,000

200,000

1,500,000

1,500,000

1,200,000

100,000

200,000

600,000

450,000

350,000

200,000

350,000

300,000

3,500,000

160,000

700,000

500,000

0

600,000

20,910,000

250,000

0

250,000

3,000,000

1,500,000

10,906,000

950,000

865,000

868,000

3,500,000

200,000

1,990,000

3,500,000

2,500,000

500,000

3,500,000

29,279,000

8,000,000

200,000

1,200,000

1,500,000

1,200,000

100,000

2,200,000

600,000

450,000

320,000

200,000

200,000

300,000

3,500,000

160,000

750,000

600,000

0

600,000

22,080,000

230,000

3,500,000

3,730,000

3,000,000

3,800,000

474,000

△150,000

371,000

64,000

0

50,000

△813,000

0

0

0

100,000

96,000

500,000

0

300,000

0

0

0

△2,000,000

0

0

30,000

0

150,000

0

0

0

△50,000

△100,000

0

0

△1,170,000

20,000

△3,500,000

△3,480,000

△2,300,000

55,035,000 61,889,000 △6,854,000

35,000 △4,769,000 △4,734,000

29,930,069 26,962,120 2,967,949

4。 自然保護活動の推進

*自然保護全国集会  滋賀県朽木村・朝日の森 5月 23～24日

*自然観察山行                 未定 7月
*自然観察山行                 未定 3月
*自然環境保全のための現地視察          適宜実施

*自然保護に関する講演会             未定 2回

*調査研究活動 (「 山に保全の網をかける」)

5。 機関誌などの発行

*「 山岳」第 87年 (1992年 )号の発行

*会報「山」第 563号～第 574号 の発行

*「登山医学」第 12巻の発行に協力

*会員名簿の発行

6。 国内および外国山岳団体との連絡、情報交換

*国内関係団体 (日 山協,都岳連,そ の他)と の密接な連絡

*海外登山団体との機関誌および情報の交換

7.海外登山

*ア ムネマチン登山隊の派遣 (青年部)     7月 ～ 8月

*中国青海省昆苓山脈国際キャンプヘ参加     8月 ～ 9月

*日 中合同ナムチャバルワ峰登山隊の派遣     9月 ～12月

8。 その他目的を達成するために必要な事業

*山岳図書の拡充をはかる

*その他目的を達成するために必要な事業を行う

収 支 予 算 書 (案 )

平成 4年 4月 1日 から平成 5年 3月 31日 まで

科   目 予算額 前年度予算額 増 減 備考

I.収入の部

1.基本財産運用収入

基本財産 利息収入

2.会費・入会金収入

入会金収入

通常会費 収入

終身会費 収入

会費・入会金収入計

3.事業収入

広告料収入

印税収入

刊行物売上収入

その他事業収入

山研使用料収入

事業収入 計

4.補助金等収入

補助金収入

5。 寄付金収入

寄付金収入

6。 雑収入

受取利息

雑収入

雑収入 計

7.特定預金取崩収入

図書出版基取崩収入

当期収入合計(A)

前期繰越収支差額

収入合計(B)

3,450,000

41,000,000

0

44,450,000

400,000

1,500,000

20,000

800,000

2,500,000

0

4,820,000

0

0

5,000,000

400,000

5,400,000

3,000,000

41,000,000

0

44,000,000

400,000

1,500,000

20,000

800,000

2,500,000

1,500,000

6,320,000

6,000,000

400,000

6,400,000

0

450,000

0

0

450,000

△1,500,000

△1,500,000

0

0

△1,000,000

0

△1,000,000

0

0

0

0

0

55,070,000

29,895,069

57,120,000

31,731,120

△2,050,000

△1,836,051

84,965,069 88,851,120 △3,886,051

(8)
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会員
番号 会 員 氏 名

［貝
口
万

会
番 会 員 氏 名 会員

番号 会 員 氏 名 会員
番号 会 員 氏 名

01867

02374

04875

05477

05889

06006

06430

06674

06765

北 島  隆

小早川又一

村 田 弘 英

楠 日高 明

花 井 俊 彦

吉 田 宏

白木 正 俊

三 浦 俊 則

大 谷 貞 夫

06925

07175

07687

08456

08542

08811

08921

09116

09131

伊 藤 寿 雄

西 山 邦 一

種 谷 由 美

藤 井 弘 一

大 野 幸 雄

小 澤 由 拓

西 川  恵

阿 部  翼

浅 野 達 郎

09196

09211

09509

09530

09541

09542

09677

10010

10187

山之内秀一郎

平 尾 年 麗

前 野 十 行

水 越 裕 哉

横 山 院 一

大 川 英 作

片 岡 理 智

三 好 雅 彦

竹之内正喜

10391

10442

10471

10497

10504

10543

10590

藤 本 正 和

松 浦 宏 之

神 園 正 美

小 原 國 彦

本 田 伸 良

森  幹 男

田 谷  勝

日
本
山
岳
会
　
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
峰

支
援
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
隊
の
ご
案
内

期
間
　
十
月
十
日
～
二
十
七
日

（
１８
日
間
）

費
用
　
六
七
八
、
〇
〇
〇
円

旅
行
最
小
催
行
人
数
　
十
四
名

旅
行
取
扱
　
中
国
登
山
協
会

（株
）
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ロ
ー
ド

※
詳
細
は
、
登
山
隊
事
務
局

（次
頁
）
、
ま

た
は
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ロ
ー
ド

（
８
０
三
―

五
二
六

一
―

一
七
〇
七
）

へ
。

除 籍 予 定 者 (1993年 3月 31日 )

―
二
頁
よ
り
続
く
―

Ｉ
Ｊ
国
際
会
議
に
来
日
し
た
国
外
著
名
登
山

家
の
歓
迎
費
や
保
険
料
な
ど
）
に
多
少
の
増

加
が
あ
っ
た
が
、
他
は
ほ
ぼ
予
算
通
り
で
、

ナ
ム
チ
ャ
関
係
の
助
成
金
等
の
収
入
見
合
い

の
支
出
が
あ
り
予
算
に
対
し
て
や
や
ふ
く
ら

ん
で
い
る
型
を
と
っ
て
い
る
も
の
の
、
こ
れ

ら
を
除
く
と
ほ
ぼ
予
定
通
り
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
当
期
支
出
合
計
は

一
億
二
〇
二
万
六

四
九
七
円
と
極
め
て
健
全
、
安
定
化
し
た
決

算
と
な
っ
た
。

正
味
財
産
増
減
計
算
書
で
は
期
末
正
味
財

産
合
計
額
は
二
億
四
六

一
九
万
五
五
七
四

円
、
貸
借
対
照
表
、
財
産
目
録
そ
の
他
も
別

掲
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
数
字
は
何
れ

も
公
益
法
人
の
会
計
基
準
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。こ

れ
に
対
し
飯
野
亨
監
事
か
ら
、
平
成
三

年
度
の
収
支
計
算
書
、
正
味
財
産
増
減
計
算

書
、
貸
借
対
照
表
お
よ
び
財
産
目
録
は
正
確

且
つ
妥
当
で
あ
り
、
な
お
、
ナ
ム
チ
ャ
、
山

研
な
ど
年
に
ま
た
が
る
特
別
事
業
に
つ
い
て

も
監
査
を
行

っ
た
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も

適
正
に
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
旨
監
査
報
告

が
行
わ
れ
た
。

次
い
で
第
二
号
議
案
、
平
成
四
年
度
事
業

計
画
案

（別
掲
）
お
よ
び
収
支
予
算
案

（別

表
）
に
つ
い
て
は
同
じ
く
小
倉
、
大
倉
両
常

務
理
事
よ
り
説
明
が
あ
っ
た
。

事
業
計
画
に
つ
い
て
は
山
研
改
築
、
第
二

次
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
登
山
の
ほ
か
ほ
ぼ
例
年

通
り
の
事
業
が
行
わ
れ
る
が
、
全
国
支
部
集

会
は
福
岡
、
自
然
保
護
全
国
大
会
は
滋
賀
県

朽
木
村
で
行
わ
れ
る
。
そ
の
他
青
年
部
で
ア

ム
ネ
マ
チ
ン
に
登
山
隊
を
派
遣
、
海
外
連
絡

委
員
会
が
昆
奇
山
脈
国
際
キ
ャ
ン
プ
に
公
募

し
て
参
加
す
る
ほ
か
図
書
管
理
委
員
会
で
は

全
国
の
二
万
五
千
分
の

一
の
地
図
を
逐
次
集

め
る
な
ど
例
年
に
な
い
事
業
も
追
加
さ
れ
て

い
る
。

こ
れ
に
伴

っ
て
の
収
支
予
算
は
、
山
研
事

業
収
入
は
ゼ
ロ
、
雑
収
入
は
低
金
利
の
見
込

み
か
ら

一
〇
〇
万
円
マ
イ
ナ
ス
と
見
込
ん
で

五
五
〇
七
万
円
に
置
か
れ
、　
一
方
支
出
は
会

員
名
簿
製
作
費
、
世
界
対
応
ビ
デ
オ
購
入
費

な
ど
を
加
え
て
も
五
五
〇
三

・
五
万
円
に
押

え
ら
れ
、
収
支
と
も
前
年
を
か
な
り
下
回
る

規
模
に
定
め
ら
れ
た
。

第
二
号
議
案
、
平
成
四
年
度
末
除
籍
の
件

に
つ
い
て
は
対
象
四
十
九
名
。
こ
れ
に
は
対

象
者
リ
ス
ト
中
、
知

っ
た
名
前
が
あ
れ
ば
極

力
会
費
納
入
を
働
き
か
け
て
欲
し
い
旨
、
要

望
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
議
事
録
署
名
人
は
石

田
要
久
、
中
川
武
両
氏
が
指
名
さ
れ
た
。

以
上
、
三
議
案
と
も
拍
手
の
う
ち
に
承
認

さ
れ
総
会
は
無
事
終
了
し
た
。

な
お
、
議
案
審
議
に
当

っ
て
は
、
年
次
晩

餐
会
の
会
場
に
つ
い
て
石
田
稔
郎
会
員
よ
り

要
望
が
だ
さ
れ
た
が
、
小
倉
常
務
理
事
よ
り

事
情
説
明
が
あ
り
本
人
も
こ
れ
を
了
承
し

た
。総

会
終
了
後
は
会
場
を
十

一
階
に
移
し
中

川
武
会
員
の
司
会
に
よ
り
懇
親
会
が
行
わ
れ

た
。
乾
杯
の
音
頭
は
堀
田
弥

一
名
誉
会
員
、

閉
会
の
挨
拶
は
吉
沢

一
郎
名
誉
会
員
、
終
了

は
午
後
五
時
。

平
成
二
年
度
物
故
者
氏
名

（敬
称
略
）
早

川
種
三
（名
）、
谷
口
現
吉
（名
）、
菊
池
正
蔵

（永
）
、
國
分
勘
兵
衛

（永
）、
山

田
二
郎

（永
）、
小
林
重
吉
、
フ
ァ
ン
・
ソ
ペ
ー
ニ
ャ
、

中
村
賢
二
、
上
原
國
男
、
安
田
耕
馬
、
久
保

信

一
、
酒
井
昭
市
、進
藤
波
男
、
井
上
治
郎
、

賀
谷
繁
雄
、
松
沢
潤
吉
、
吉
田
俊
二
、
秋
山

幹
夫
、
徳
永
芳
雄
、
森
茂
八
、
中
山
俊
夫
、

春
川
正
生
、
高
見
悦
子
、
二
上
純

一
、
斉
藤

時
雄
、
長
谷
川
恒
男
、
大
西
宏
、
尾
形
奈
保

子
、
米
沢
直
治
、
水
橋
忠
治
、
泉
隆
次
郎
、

今
井
三
男
、
宅
間
靖
、
冨
塚
清

一
、
熊
谷
太

二
郎
、
小
林
寛
、
宮
入
保
徳
、
阿
達
憲
、
佐

藤
金

一
、
早
坂
敬
二
郎

（写
真

・
山
口
俊
輔
／
文
責

・
小
倉
厚
）

第
二
十
八
回

観
光
週
間

（八
月

一
日
～
七
日
）
の
目
的

①
　
観
光
道
徳
の
高
揚

②
　
観
光
地
の
美
化

(9)
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ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
第
二
信

五
月
十
四
日
、
登
山
委
員
会
お
よ
び
実
行

委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
第
二
回
の
北
京
会
談

の
報
告
お
よ
び
本
年
度
の
登
山
概
要
に
つ
い

て
説
明
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
登
山
隊

員
に
つ
い
て
も
以
下
の
メ
ン
バ
ー
が
了
承
さ

れ
ま
し
た
。
登
攀
隊
長
　
山
本

一
夫

（４６
）

『
ラ
ム
ジ

ュ
ン
ヒ
マ
ー
ル
登
頂
　
櫻
ガ
ウ

リ
サ
ン
カ
ー
ル
南
峰
登
頂
　
鶴
三
国
友
好
登

山
隊
参
加
、
隊
員
　
三
谷
統

一
郎

（３６
）

「
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
南
峰
登
頂
　
観
ダ
ウ
ラ
ギ

リ

一
峰
登
頂
　
枷
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
南

峰
～
中
央
峰
～
主
峰
縦
走
　
鶴
チ
ョ
オ
ュ
ー

登
頂
　
制
三
国
友
好
登
山
隊
参
加
　
割
サ
ガ

ル
マ
タ
登
頂
、
青
田
浩

（３４
）

狙
ア
ン
ナ

プ
ル
ナ
登
頂
　
鶴
ク
ス
ム
カ
ン
グ
ル
ー
登
頂

鶴
冬
期
プ
モ
リ
登
頂
　
観
三
国
友
好
登
山

隊
に
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
参
加
　
珈
ア
コ
ン

ガ
グ
ワ
登
頂
、
山
本
篤

（２９
）

智
ラ
カ
ポ

シ
東
峰
登
頂
　
鶴
三
国
友
好
登
山
隊
に
参
加

中国交正常化
20周年記念

日

‖A‖GHA
BAR‖1
1992

●

観
シ
シ
ャ
パ
ン
マ
・
チ
ョ
オ
ュ
ー
登
頂

割
サ
ガ
ル
マ
タ
登
頂
　
¶
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ

登
山
隊
に
参
加

・
七
四
六
〇
陣川
に
到
達
、
佐

藤
正
倫

（２８
）

鶴
三
国
友
好
登
山
隊
に
参

加

『
ナ
ン
ガ
パ
ル
バ
ッ
ト
登
頂
　
珈
秋

ｏ

ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
峰
偵
察
隊
に
参
加

・
六
九

〇
〇
ド川
に
到
達
　
「
ブ

ロ
ー
ド
ピ
ー
ク
登

頂
、
以
上
の
件
に
つ
い
て
は
同
日
開
催
さ
れ

た
理
事
会
に
お
い
て
も
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

登
山
委
員
会
、実
行
委
員
会
、
理
事
会
の
承

認
事
項
に
つ
い
て
は
、
十
六
日
の
通
常
総
会

の
席
上
、山
田
会
長
よ
り
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

五
月
二
十
日
、
第
五
回
の
登
山
隊
会
議
が

行
な
わ
れ
、
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
を
進
め
て
来
た
、

食
糧
お
よ
び
雑
具
に
つ
い
て
寄
贈
依
頼
書
の

発
送
開
始
、
お
よ
び
装
備
関
係
に
つ
い
て
見

積
り
依
頼
を
開
始
し
ま
し
た
。

続
い
て
日
本
山
岳
会
ル
ー
ム
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
高
所
登
山
委
員
会
で
は
、
合
同
登

山
の
経
過
報
告
お
よ
び
登
山
に
つ
い
て
の
具

体
的
検
討
を
行
な
い
ま
し
た
。
梱
包
作
業
に

つ
い
て
は
品
川
の
日
通
阜
頭
倉
庫
を
借
用
、

六
月
十
五
日
よ
り
七
月
十
日
ま
で
の
予
定
で

行
な
い
ま
す
。
ま
た
今
回
の
パ
ッ
キ
ン
グ
リ

ス
ト
は
パ
ソ
コ
ン
に
入
力
し
、
現
地
で
の
荷

上
げ
管
理
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
た
め
の

一
助

と
す
る
予
定
で
す
。
な
お
支
援
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
隊
に
つ
い
て
の
詳
細
は
登
山
隊
事
務
局
、

電
話
〇
三
―
三
二
四
九
―
七
九

一
五
へ
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

（重
度
恒
夫
）

新
支
部

長
紹
介

昨
年
度
の
総
会
で

「支
部
設
立
な
ら
び
に

運
営
に
関
す
る
規
定
」
が
改
訂
さ
れ
、
支
部

長
の
任
期
等
が
明
確
化
さ
れ
た
が
、
本
年
度

は
、
次
の
四
名
の
支
部
長
が
新
た
に
就
任
さ

れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

▼
熊
本
支
部
長
　
本
田
誠
也
氏

会
員
番
号
五
四
二

一
番
。
奥
野
前
支
部
長

勇
退
の
後
を
受
け
て
支
部
総
会
で
選
出
さ
れ

る
。　
一
九
五
〇
年
代
に
は
阿
蘇
檜
尾
岳
北
面

ル
ー
ト
、
阿
蘇
高
岳
南
面
ル
ー
ト
の
開
拓
に

活
躍
さ
れ
た
他
、
北
ア
ル
プ
ス
の
積
雪
期
登

山
を
含
め
、
広
く
全
国
の
山
に
足
跡
を
の
こ

す
。
最
近
は
毎
年
の
よ
う
に
、
海
外
登
山

・

ト
レ
ツ
キ
ン
グ
に
で
か
け
て
い
る
。

熊
本
支
部
は
創
立
三
十
五
周
年
を
迎
え
、

中
高
年
の
会
員
が
増
え
て
い
る
が
、
本
年
は

カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
・
ロ
ッ
キ
ー
の
登
山
を
計
画

し
て
い
る
。
著
書
に

『熊
本
の
山
』
『
日
本

の
名
山

（阿
蘇

・
九
重
と
九
州
の
名
山
）』

が
あ
る
。

▼
福
岡
支
部
長
　
吉
村
健
児
氏

会
員
番
号
三

一
七
二
番
。
本
会
評
議
員
で

も
あ
る
。
権
藤
前
支
部
長
の
後
任
と
し
て
、

本
年
四
月
、
副
支
部
長
よ
り
選
任
さ
れ
る
。

故
橋
本
三
八
氏
ら
と
八
幡
製
鉄
の
山
岳
会
と

し
て
、
古
く
か
ら
九
州
の
山
で
活
躍
。
最
近

は
、
世
界
各
地
の
山
を
、
毎
年
探
訪
し
て
い

る
。
本
年
九
月
に
は
、
全
国
支
部
集
会
が
、

英
彦
山
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
支
部

組
織
の
充
実
と
他
支
部
と
の
交
流
を
深
め
る

べ
く
意
欲
を
燃
や
し
て
い
る
。

▼
富
山
支
部
長
　
木
戸
繁
良
氏

会
員
番
号
五
七
九

一
番
。
若
林
前
支
部
長

の
勇
退
の
後
を
受
け
て
就
任
。
富
山
県
立
富

山
高
校
山
岳
部
時
代
よ
り
、
立
山

・
飢
を
中

心
に
広
く
活
躍
し
た
他

一
九
八
三
年
に
は
富

山
岳
連
ナ
ン
ガ
パ
ル
バ
ッ
ト
登
山
隊
の
隊
長

と
し
て
参
加
、
自
ら
登
頂
に
成
功
。　
一
九
八

八
年
に
も
、
富
山
山
想
会
隊
を
率
い
て
ス
ダ

ル
シ
ャ
ン
パ
ル
バ
ッ
ト
の
登
頂
に
も
成
功
し

て
い
る
。
行
動
派
と
し
て
知
ら
れ
る
富
山
県

山
岳
連
盟
で
は
藤
平
正
夫
会
長
の
下
で
、
副

会
長
を
務
め
て
い
る
。

高
齢
化
し
つ
つ
あ
る
支
部
の
若
返
り
と
育

成
を
は
か
り
、
行
動
す
る
支
部
長
と
し
て
今

後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

▼
岩
手
支
部
長
　
中
谷
　
充
氏

会
員
番
号
七
三
三
二
番
。
本
年
五
月
に
急

逝
さ
れ
た
佐
藤
敏
彦
支
部
長
の
後
任
と
し
て

支
部
長
に
選
任
さ
れ
る
。

盛
岡
農
林
専
門
学
校
時
代
よ
り
、
昆
虫
学

に
詳
し
く
、
昭
和
二
十
四
年
よ
り
三
十
九
年

間
、
高
校
山
岳
部
の
顧
問
教
師
と
し
て
登
山

し
て
い
た
。
岩
手
支
部
は
大
黒
柱
で
あ
っ
た

佐
藤
前
支
部
長
を
失

っ
た
当
面
は
、
支
部
内

の
新
た
な
融
和
、
結
束
を
は
か
る
こ
と
に
重

点
を
置
い
て
運
営
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と

で
あ
る
。
著
書
に
昆
虫
採
集

『岩
手
の
蝶
』
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（共
著
）
が
あ
る
。

魅
力
的
な
白
い
峰
、
貴
重
な
動
植
物
、
そ

し
て
古
く
か
ら
伝
わ
る
独
自
の
文
化
。
ヒ
マ

ラ
ヤ
の
環
境
を
守
る
た
め
、
こ
こ
を
訪
れ
る

人
は
次
の
規
約
に
従
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。《自

然
に
対
す
る
ル
ー
ル
》

キ
ャ
ン
プ
地
で
は
。
―
撤
収
の
時
に
は
必
ず

そ
う
じ
を
し
、
ゴ
ミ
を
残
さ
ぬ
こ
と
、
あ

な
た
の
あ
と
に
、
他
の
人
が
キ
ャ
ン
プ
す

る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
下
さ
い
。

森
林
を
こ
わ
さ
な
い
こ
と
。
―

マ
キ
に
よ
る

た
き
火
は
し
な
い
で
下
さ
い
。
も
し
し
て

い
る
人
を
見
か
け
た
ら
注
意
を
。
ど
う
し

て
も

マ
キ
で
煮
た
き
を
す
る
時
は
最
少
に

と
ど
め
、
で
き
る
限
り
灯
油
や
効
率
よ
い

燃
料
装
置
の
あ
る
宿
泊
所
に
泊

っ
て
下
さ

う
こ
と
で
す
。

水
を
き
れ
い
に
。
―
流
れ
や
泉
の
水
を
汚
さ

な
い
よ
う
に
、
近
く
で
洗
剤
を
使
う
の
は

や
め
ま
し
ょ
う
。
ト
イ
レ
の
施
設
が
な
い

場
合
、
用
を
足
す
の
は
水
か
ら
三
〇
ド川
以

上
離
れ
て
い
る
こ
と
を
確
か
め
て
か
ら
。

あ
な
た
の
落
し
も
の
を
き
ち
ん
と
埋
め
て

く
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
す
。

ガ
イ
ド
や
ポ
ー
タ
ー
に
。
―
自
然
保
護
の
た

め
の
こ
の
よ
う
な
方
法
を
あ
な
た
の
ガ
イ

ド
や
ポ
ー
タ
に
も
伝
え
て
下
さ
い
。
ゴ
ミ

を
近
く
の
流
れ
や
川
に
捨
て
た
り
し
な
い

よ
う
指
導
し
て
下
さ
い
。

《人
々
の
生
活
に
対
す
る
ル
ー
ル
》

写
真
を
撮
る
時
。
―
人
々
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

を
尊
重
す
る
べ
き
で
す
。
必
ず
許
可
を
得

る
こ
と
。
あ
な
た
自
身
、
遠
慮
の
気
持
ち

を
持

つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

聖
な
る
場
所
を
訪
れ
た
ら
。
―
あ
な
た
が
目

に
す
る
も
の
に
尊
敬
の
気
持
ち
を
持

つ
べ

き
で
す
。
宗
教
関
連
の
も
の
に
触

っ
た
り

動
か
し
た
り
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
お
寺

を
訪
ね
た
時
は
靴
を
脱
ぐ
の
が
エ
チ
ケ
ッ

ト
で
す
。

ゴ
ミ
焼
却
は
安
全
な
場
所
で
。
―
乾
い
た
紙

類
は
広
い
安
全
な
場
所
で
も
や
し
て
処
理

し
ま
す
。
食
物
な
ど
腐

っ
て
土
に
も
ど
る

も
の
は
土
に
埋
め
ま
し
ょ
う
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
腐
ら
な
い
も
の
は

持
ち
帰
る
べ
き
で
す
。
他
の
人
が
捨
て
た

こ
の
よ
う
な
も
の
も
、
目
に
つ
い
た
ら
拾

Ｈ
Ｅ
Ｔ

に
よ
る
ヒ

マ
ラ
ヤ

・
コ
ー
ド

ヒ

マ
ラ
ヤ
で
正
し
く
行
動
す
る
た
め
に

（ヒ
マ
ラ
ヤ
・
環
境
・
ト
ラ
ス
ト
の
行
動
規
約
）

（
Ｙ

ｏ
Ｍ

）

:■ ●́::

子
供
た
ち
に
は
。
―
お
金
を
あ
げ
な
い
で
下

さ
い
。
万

一
、
物
乞
い
が
彼
ら
の
習
慣
に

な
っ
て
は
た
い
へ
ん
で
す
。
も
し
彼
等
を

応
援
し
た
い
の
な
ら
そ
こ
で
行
わ
れ
て
い

る
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
健
康
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
学
校
な
ど
へ
寄
付
を
。
そ
の
方
が

効
果
的
に
子
供
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る

は
ず
で
す
。

現
地
の
習
慣

・
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
大
切
に
。
―

そ
こ
に
住
む
人
の
エ
チ
ケ
ッ
ト
に
従
う
こ

touch or remove religious objects Shoes shouldbe removedwhen

agO begging A donation tO a proDect,healtll centre or schoolis a

disapproved by local people

lssued by

Tた c BοαだοFTrasι
“
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と
が
あ
な
た
の
エ
チ
ケ

ッ
ト
に
な
り
ま

す
。
ゆ

っ
た
り
と
し
た
軽
い
服
の
方
が
、

肌
を
露
出
し
、
体
の
線
を
く

っ
き
り
見
せ

る
服
よ
り
も

エ
チ
ケ

ッ
ト
に
か
な
い
ま

す
。
人
前
で
手
を
と

っ
た
り
、
キ
ス
を
す

る
の
は
エ
チ
ケ

ッ
ト
違
反
で
す
。

り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
約

一
か
月
間
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
内

陸
氷
床
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。
七
月
上
旬

の
帰
国
迄
日
本
を
留
守
に
い
た
し
ま
す
が
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
　

敬
具

一
九
九
二

ｏ
五

・
一
四

Ｊ
Ａ
Ｃ
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
隊
長
　
士
口川
謙
二

（編
集
部
宛
）

一
短
歌

雨
の
磐
梯
山

大
橋
克
也

ず
ぶ
濡
れ
が
靴
か
ら
膝

へ
と
の
ぼ
り
く
る
な

に
ゆ
え
雨
の
峯
わ
た
り
ゆ
く

「水
温
は
五
度
」
と
記
し
あ
り
弘
法
の
清
水

濁
れ
る
雨
の
磐
梯

忽
ち
に
霧
の
消
し
ゆ
く
岩
稜
の
残
像
追

っ
て

峯
伝
い
ゆ
く

一
瞬
に
消
え
ゆ
く
影
こ
そ
目
を
ば
焼
く
濃
霧

流
る
る
爆
裂
火
口

泥
淳
も
最
早
や
厭
わ
ず
山
下
る
蕗
の
葉
の
傘

破
れ
た
る
ま
ま

（九

一
年
七
月
）

Ｌ
Ｆ

題

財
４
ヽ

ア
ン
タ
ー
ク
テ
ィ
ッ
ク

ウ
ォ
ー
ク
南
極
探
検
隊
よ
り

拝
啓
　
お
元
気
に
お
過
ご
し
の
こ
と
と
思
い

ま
す
。
私
ど
も
南
極
点
探
検
隊
は
デ
ン
マ
ー

ク
の
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
を
経
由
し
、
５
／
１３

に
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
サ
ン
ド

ロ
ス
ト
ー
ム

フ
ィ
ヨ
ル
ド
に
到
着
い
た
し
ま
し
た
。
出
発

前
は
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
お
世
話

に
あ
ず
か

ナ

ム

チ

ャ
バ

ル

ワ
峰

登

山

上

高

地

山

岳

研
究

所

改

築

合
同
募
金
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
／

図

書

紹

介

飛
騨

国
境
編

酒
井
昭
市
著

、
つ
い
先
日
、
退
院
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
三
年
余
の
間
に
三
回
入
院
し
よ
う
と
は

夢
に
も
思
わ
ぬ
こ
と
で
し
た
。
い
く
ら
か
な

り
と
も
山
に
登
れ
、
少
し
は
食
べ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
矢
先
の
出
来
ご
と
で
、
思
わ
ず

目
の
先
が
真

っ
暗
に
な
り
ま
し
た
。
‥
、

絶

食
の
続
く
日
々
の
中
で
山
も
自
分
の
命
も
あ

き
ら
め
ま
し
た
。
‥
Ｌ
。
こ
れ
は
、
著
者
か

ら
戴
い
た
書
状
の

一
部
で
あ
る
。

酒
井
さ
ん
は
岐
阜
県
下
の
中
学
校
で
三
十

数
年
に
わ
た
っ
て
教
鞭
を
と
ら
れ
た
が
、
昭

和
五
十
九
年
に
定
年
ま
で
三
年
を
の
こ
し
て

退
職
さ
れ
た
。
岐
阜
県
の
山
の
ガ
イ
ド
紀
行

を
ま
と
め
た
い
、
と
い
う
の
が
退
職
の
際
の

主
な
目
的
だ
っ
た
。
そ
れ
も

つ
か
の
間
の
こ

と
、
退
職
さ
れ
た
翌
年
に
慢
性
膵
炎
で
入
院

し
、
手
術
を
受
け
ら
れ
た
。
以
後
、
闘
病
の

か
た
わ
ら
体
調
を
み
て
山
に
向
い
、
セ
ス
ナ

機
に
よ
る
空
撮
、
と
本
書
の
編
集
作
業
を
進

__] |‖ ‖ ‖ |‖ ‖ ‖ ‖ ‖ |‖ ‖ ‖ ‖ |‖ ‖ ‖ ‖ ‖ ‖

の

山
山

め
ら
れ
て
い
た
。
が
、
平
成
二
年
二
月
二
十

八
日
に
岐
阜
県
立
病
院
で
ご
逝
去
さ
れ
た
。

享
年
六
十
四
歳
。

著
者
は
、
初
校
の
原
稿
を
枕
辺
に
置
い
た

ま
ま
逝
か
れ
て
し
ま
っ
た
。
断
腸
の
想
い
で

あ

っ
た
ろ
う
。
本
書
は
そ
の
後
の
作
業
を
山

仲
間
が
引
き
継
い
で
上
梓
し
た
も
の
で
あ

る
。こ

れ
で
、
姉
妹
編
の

『飛
騨
の
山
々
　
ヤ

ブ
山
編
』
（平
成
二
年
十

一
月
刊
）、
お
よ
び

前
著

『飛
騨
の
山
　
美
濃
の
山
』
（昭
和
六

十
二
年
十
月
、
山
と
渓
谷
社
刊
）
と
合
わ
せ
、

著
者
に
よ

っ
て
岐
阜
県
の
山
の
全
域
を
カ

バ
ー
し
た
こ
と
に
な
る
。
著
者
が
登
山
の
対

象
と
し
て
き
た
山
、
と
り
わ
け
飛
騨
高
地
、

美
濃
の
山
な
ど
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
扱
わ

れ
な
か
っ
た
山
域
で
あ
る
。
本
書
で
は
、
そ

れ
ら
の
山
を
著
者
独
特
の
、
余
韻
を
残
し
た

語
り
に
よ
っ
て
、
山
村
風
物
誌
を
お
り
ま
ぜ

な
が
ら
、
実
り
豊
か
な
山
旅
を
語
っ
て
く
れ

て
い
る
。資
料
性
の
た
か
い
山
書
で
あ
ろ
う
。

構
成
は
、積
雪
期
蒲
田
川
周
辺
の
山
、笠
ヶ

岳
東
面
穴
毛
谷
、自
山
と
そ
の
周
辺
の
山
山
、

積
雪
期
石
徹
白
周
辺
の
山
、
阿
寺
山
系
の
山

と
峠
、
そ
れ
に
、
恵
那
山
周
辺
の
山
山
、
の

各
章
か
ら
な
る
。

な
お
、
著
者
は
本
会
会
員
で
も
あ
っ
た
。

平
成
四
年
二
月
二
十
八
日
　
ナ
カ
ニ
シ
ヤ

出
版
　
Ｂ
六
判
　
三
四
九
頁
　
二
八
〇
〇

円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（安
藤
忠
夫
）
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報

告

秩
父
宮
記
念
学
術
賞

授
賞
記
念
講
演
会
開
催
さ
る

平
成
二
年
度
秩
父
宮
記
念
学
術
賞
授
賞
と

な

っ
た
、
大
井
正

一
山
の
気
象
研
究
会
々
長

の

「登
山
に
関
す
る
気
象
学
の
研
究
」
の
発

表
会
が
、
平
成
四
年
五
月
八
日
（金
）午
後
六

時
半
か
ら
日
本
山
岳
会
ル
ー
ム
に
て
開
催
さ

れ
た
。

大
井
氏
は
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
て
富
士
山
に

か
か
る
笠
雲
や
つ
る
し
雲
の
写
真
を
示
し
、

そ
れ
ら
雲
の
発
生
機
構
に
つ
い
て
の
研
究
を

発
表
さ
れ
た
。

２
　
　
　
”
　
ｐ
Ｓ
　
　
Ｈ
　
Ｏ
Ｎ暉
　
　
＞

び
０＝
司
劇
司
劇
‐
引
剤潮
劇
＝
び
。。
『①『”
匡
ョ
。①『

こ
の
式
の
第

一
項
は
浮
力
に
関
す
る
も
の

で

』
¨
∨
ｏ
な
ら
大
気
は
安
定
で
、
笠
雲
な

ど
は
安
定
成
層
の
と
き
に
発
生
し
や
す
い
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
第
二
項
は
シ
ヤ
ー
不
安

定
に
関
す
る
も
の
で
、
風
速
の
鉛
直
分
布
の

曲
率
を
示
し
、
曲
率
が
上
方
に
凹
の
場
合
負

と
な
る
。
す
な
わ
ち
風
速
が
高
さ
と
と
も
に

直
線
的
に
増
し
て
い
れ
ば
０
で
あ
り
、
増
加

率

一ざ
」
が
下
で
急
で
、
上
で
緩
や
な
ら
ば

負
と
な
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
に
負
が
つ
い
て

い
る
か
ら

∽
ｏ
は
正
と
な
る
。
こ
れ
は
西
風

の
場
合
、
風
上
に
南
ア
ル
プ
ス
な
ど
が
あ
っ

て
下
層
の
風
は
弱
ま
る
が
、
上
層
の
風
は
強

い
ま
ま
の
た
め
波
動
は
発
生
し
や
す
く
な
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

笠
雲
発
生
時
の
館
野
と
浜
松
の
高
層
資
料

か
ら
そ
の
∽
ｏ
分
布
を
計
算
す
る
と
、
丁
度

笠
雲
の
現
わ
れ
て
い
る
高
度
付
近
で
紳

の

正
の
値
が
大
き
く
な
っ
て
対
応
が
い
い
。
そ

し
て
∽
ｏ
の
式
の
各
項
を
見
積
る
と
第

一
項

よ
り
第
二
項
の
シ
ヤ
ー
項
に
よ
る
影
響
が
大

き
い
よ
う
で
あ
る
。

同
様
に
笠
雲
や
つ
る
し
雲
に
関
す
る
写
真

が
大
井
氏
自
身
の
も
の
の
他
、
山
本
（三
）、

湯
山
氏
の
も
の
も
紹
介
さ
れ
、
そ
の
発
生
時

の
∽
ｏ
分
布
も
示
さ
れ
た
。

ま
た
富
士
山
頂
の
は
る
か
上
空
の
み
に
う

す
い
上
層
雲
の
雲
が
あ
る
状
態
を
、
大
井
氏

は
ベ
ル
ヌ
イ
雲
と
名
付
け
た
。
こ
れ
は
上
層

が
風
が
強
い
た
め
圏
界
面
が
下
り
、
ま
た
下

層
の
風
は
富
士
山
と
い
う
障
害
物
の
た
め
風

の
通
り
道
が
狭
め
ら
れ
、　
一
層
風
が
強
め
ら

れ
る
。
そ
の
結
果
富
士
山
頂
の
真
上
の
圏
界

面
下
に
上
昇
流
と
波
動
を
生
じ
、
そ
こ
だ
け

巻
雲
を
発
生
さ
せ
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

ま
た
旗
雲
や
滝
雲
に
つ
い
て
も
述
べ
た
。

旗
雲
の
規
模
の
大
き
な
も
の
は
、
富
士
山
の

風
下
に
下
層
雲
も
発
生
さ
せ
、
い
つ
ま
で
も

停
滞
し
、
雪
を
降
ら
せ
る
こ
と
も
あ
る
。
滝

雲
は
山
の

一
方
が
濃
密
な
雲
の
雲
海
で
、
こ

の
雲
が
山
を
越
え
て
あ
ふ
れ
出
す
と
き
発
生

す
る
。
谷
川
連
峰
や
北
ア
ル
プ
ス
な
ど
で
は

よ
く
目
に
す
る
が
南
ア
ル
プ
ス
で
は
見
か
け

る
こ
と
は
少
な
い
。
（奥
山
注
、
谷
川
岳
の
滝

雲
は
関
東
地
方
が
北
東
気
流
形
で
濃
密
で
安

定
な
下
層
雲
に
包
ま
れ
て
い
る
よ
う
な
と
き

よ
く
現
わ
れ
る
が
、
南
ア
ル
プ
ス
は
南
か
ら

の
湿
っ
た
気
流
が
直
接
ぶ
つ
か
る
た
め
雲
の

高
度
は
高
く
大
気
も
不
安
定
な
る
こ
と
が
多

い
た
め
現
わ
れ
に
く
い
の
で
あ
ろ
う
。
）

ま
た
山
で
の
気
象
に
よ
る
遭
難
の
話
も
さ

れ
た
。
と
り
あ
げ
た
の
は

一
九
五
五
年
の
五

竜
岳
の
遭
難
と

一
九
六
〇
年
八
ヶ
岳
の
遭
難

で
あ
る
。
前
者
は
吹
雪
の
た
め
道
を
ふ
み
は

ず
し
て
の
転
落
と
思
わ
れ
る
が
、
大
井
氏
も

別
行
動
な
が
ら
同
行
し
て
い
た
。
そ
し
て
天

気
の
崩
れ
る
前
に
は
南
か
ら
前
線
北
上
を
示

す
、
厚
い
膜
状
の
雲
の
接
近
が
印
象
的
で

あ
っ
た
。
ま
た
八
ヶ
岳
の
方
は
台
風
が
そ
れ

ま
で
九
州
南
方
で
停
滞
し
て
い
た
の
に
、
そ

の
日
急
に
本
州
南
岸
ぞ
い
を
北
東
進
し
だ
し

た
た
め
、
十
月
で
ぁ
る
の
に
真
冬
並
み
の
降

雪
と
な

っ
た
。
日
帰
り
の
軽
装
備
だ
っ
た
か

ら
ベ
テ
ラ
ン
と
い
わ
れ
る
人
で
あ

っ
た
が
遭

難
し
て
し
ま

っ
た
。
近
く
に
台
風
が
あ
る
と

き
は
万
全
の
注
意
を
し
な
い
と
い
け
な
い
と

話
を
結
ば
れ
た
。

出
席
者
　
中
村
純
二
、
中
村
あ
や
、
遠
藤
泰

孝
、
鈴
木
快
信
、
鈴
木
裕
代
、
鈴
木
敬
吾
、

野
口
茂
、
石
田
要
久
、
高
橋
詢
、
奥
谷
潤
之

輔
、
村
上
昭
三
、
大
塚
博
美
、
斉
藤
桂
、
徳

久
球
雄
、
近
藤
雅
是
、
春
山
政
衛
、
石
井
恵

美
子
、
大
森
弘

一
郎
、
中
村
美
津
子
、
松
丸

秀
夫
、
川
善
市
、
橋
本
行
雄
、
荒
井
紀
子
、

三
沢

一
三
、
松
村
潤
、
黒
沢
亜
規
子
、
北
野

忠
彦
、
林
桂
子
、
原
謙

一
、
木
村
カ
ズ
ミ
、

大
友
裕
美
、鳥
居
亮
、
奥
山
巌

（奥
山
　
巌
）

た
か

つ
か
や
ま

高
柄
山
　
さ
く
ら

ハ
イ
ク

一
〇
九
二
七
　
沢
井
増
夫

平
成
二
年
入
会
の
新
会
員
と
以
前
か
ら
の

Ｊ
Ａ
Ｃ
会
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
山

行
が
実
施
さ
れ
た
。

四
月
十
九
日
（日
）
Ｊ
Ｒ
中
央
線
四
方
津
駅

前
に
総
勢
四
十
余
名
が
集
結
、
総
務
委
員
の

林
栄
二
氏
を
リ
ー
ダ
ー
に
中
高
年
男
女
が
陽

春
の
若
芽
の
樹
木
の
間
を
賑
や
か
に
九
時
少

し
前
に
出
発
し
た
。
天
気
予
報
で
は
午
前
中

雨
、
午
後
晴
れ
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
が
、

山
の
上
は
風
が
や
や
き
つ
か
っ
た
も
の
の
曇

り
時
々
晴
と
申
し
分
な
く
、
千
足
峠
を
経
て

高
柄
山
山
頂

（七
三
二
肝
）
に
十

一
時
過
ぎ

着
。
相
模
川
上
流
の
桂
川

一
帯
を
眺
め
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
持
参
の
ビ
ー
ル

・
日
本
酒
を

片
手
に
弁
当
を
パ
ク
つ
い
た
。
こ
の
日
は
、

「お
仲
間
、
ご
家
族
お
誘
い
あ
わ
せ
て
」
と

い
う
こ
と
も
あ

っ
て
、
筆
者
ら
が
食
事
を

終

っ
た
頃
、
某
ご
夫
妻
が
し
ん
が
り
の
祝
迫

重
明
氏
に
追
い
た
て
ら
れ
な
が
ら
や
っ
と
登

頂
、
メ
デ
タ
シ
、
メ
デ
タ
シ
。
そ
の
直
後

一

人
の
若
者
が
自
転
車
を
担
い
で
上

っ
て
来
た

の
に
は
吃
驚
、
最
近
は
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク

と
か
マ
ラ
ソ
ン
登
山
と
か
風
変
り
な
山
行
に

出
く
わ
す
こ
と
が
多
い
。
全
員
揃

っ
た
と
こ
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ろ
で
記
念
撮
影
と
藤
井
総
務
担
当
理
事
か
ら

の
挨
拶
が
あ
っ
て
正
午
過
ぎ
頂
上
を
後
に
千

足
峠

・
新
大
地
峠
経
由
で
下
山
。
途
中
の
休

憩
時
参
加
者
の
自
己
紹
介
が
あ
っ
た
が
、
そ

の
中
で
「
ナ
ム
チ
ャ
と
山
研
の
寄
付
を
頼
む
」

と
の
演
説
も
あ
り
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
と
い
う
会
は
仕

事
熱
心
な
人
達
の
集
団
で
あ
る
こ
と
が
良
く

分

っ
た
。
（筆
者
は
既
に
協
力
ず
み
）
最
終

ゴ
ー
ル
寸
前
で
急
に
降
雨
、
折
角
持
っ
て
来

た
雨
具
が
役
立

っ
た
。
終
り
近
く
で
良
か
っ

た
等
は
じ
ゃ
ぎ
な
が
ら
午
後
二
時
半
四
方
津

駅
で
解
散
、
五
時
間
半
の
旅
が
終
了
し
た
。

そ
れ
に
し
て
も
千
足
峠

・
高
柄
山
の
間
が

多
少
登
山
ら
し
く
感
じ
た
他
は
、
全
く
ラ
ク

チ
ン
、物
足
り
な
い
行
程
で
「さ
く
ら
山
行
」

な
ら
ぬ

「ら
く
さ
山
行
」
で
は
あ
っ
た
。
は

れ
や
か
で
楽
し
い
こ
の
人
達
と
五
月
総
会
、

福
岡
集
会
、
年
次
晩
餐
会
等
で
の
再
会
を
期

待
し
て

「さ
く
ら
紀
行
」
を
終
り
た
い
。

一　
三
水
会
四
月
現
地
集
会

西
丹
沢
の
ブ
ナ
林
と

残
雪

の
富
嶽
を
追
う

大
叉
沢

・
城
ヶ
尾
峠

・

菰
釣
山

・
高
指
山

三
水
会
四
月
現
地
集
会
を
四
月
二
十
五

ｏ

六
日
の
両
日
に
行

っ
た
。
雨
男
が
係
と
な
り

天
候
が
心
配
さ
れ
た
が
参
加
者
の
多
数
は
晴

男
晴
女
で
あ
り
、
五
月
晴
の
天
気
と
な
っ
た
。

八
時
三
十
分
、
九
台
の
ハ
イ
ヤ
ー
に
分
乗

し
、
国
道
二
四
六
号
を
丹
沢
湖
め
ざ
し
快
適

に
新
緑
の
渓
谷
を
進
む
。
谷
筋
に
は
黄
金
の

ヤ

マ
ブ
キ
、
紫
ツ
ツ
ジ
、
山
桜
が
咲
き
み
だ

れ
参
加
者
の
気
持
ち
を
浮
き
立
て
る
。

白
雪
の
富
士
が
湖
面
に
写
る
丹
沢
湖
に
至

り
、
山
道
に
入
る
と
車
窓
か
ら
ウ
グ
イ
ス
や

ツ
ツ
ド
リ
の
声
が
と
び
こ
ん
で
く
る
。

最
後
の
民
家
の
あ
る
浅
瀬
に
至
り
、
平
塚

営
林
署
管
理
の
林
道
の
ゲ
ー
ト
を
開
い
て
も

ら
い
狭
く
な

っ
た
峡
谷
の
林
道
を
蛇
行
し
て

大
叉
沢
の
地
蔵
平
に
入
る
。
車
の
揃
う
間
に

大
叉
沢

一
族
の
氏
神
で
あ
る
山
神
社
と
関
東

大
震
災
で
山
津
波
に
埋
れ
た
人
々
の
た
め
に

建
ら
れ
た
地
蔵
堂
に
酒
や
菓
子
を
供
え
た
。

広
い
貯
木
場
で
勢
揃
い
し
、
中
先
生
の
号

令
で
準
備
体
操
を
し
て
か
ら
バ
ケ
モ
ノ
沢
に

入
り
、
信
玄
平
の
尾
根
に
と
り

つ
く
が
係
の

勘
違
い
で
急
な
ケ
モ
ノ
道
を
登
り
尾
根
に
と

り

つ
く
。
ゆ
る
い
尾
根
を
登
る
と
菰
釣
山
と

富
士
が
左
手
に
展
開
し
、
ブ
ナ
の
原
生
林
が

谷
向
い
に
せ
ま

っ
て
く
る
。
信
玄
平
に
至
り

檜
林
や
ブ
ナ
大
木
の
樹
下
で

一
息
入
れ
る
。

こ
こ
か
ら
尾
根
を
急
登
す
る
と
バ
ケ
モ
ノ

沢
流
域
と
大
界
木

・
畦
ヶ
丸
を
結
ぶ
稜
線
に

囲
ま
れ
た
ブ
ナ
原
生
林
帯
に
入
る
。
芽
ぶ
き

前
の
ブ
ナ
に
陽
光
が
ふ
り
そ
そ
ぎ
林
相
は
銀

色
に
さ
え
見
え
る
。
ス
ミ
レ
咲
く
日
向
道
を

つ
め
る
と
そ
こ
は
城
ヶ
尾
峠
で
あ
る
。
道
志

側
の
山
々
や
里
は
神
奈
川
県
側
と
異
り
、
冬

景
色
が
強
く
残
り
冷
風
を
吹
き
上
げ
る
。

昼
食
後
、高
齢
者
組
は
サ
ガ
セ
沢
を
下
り
、

早
春
の
村
里
を
ゆ

っ
く
り
歩
き
、
長
又
の
民

宿
中
村
荘
に
到
着
し
、
風
呂
に
入
る
。

ブ
ラ
シ
の
如
く
稜
線
に
続
く
ブ
ナ
林
を
西

に
向

っ
た
パ
ワ
ー
組
は
城
ヶ
尾
を
過
ぎ
、
長

い
登
り
を

つ
め
て
、　
一
四
〇
〇
ｖ川
近
い
菰
釣

山
に
至
り
、
冷
た
い
山
風
に
追
い
立
て
ら
れ

て
ブ
ナ
の
丸
の
尾
根
に
入
る
。
ブ
ナ
林
の
柚

道
を
拾

っ
て
北
に
進
み
白
井
平
に
つ
き
だ
し

た
前
ノ
岳

一
二
三
〇
ド
川
に
至
り
、
自
井
平
に

下
り
、
長
又
民
宿
に
到
着
。

山
里
の
桜
桃
花
は
盛
り
で
あ
る
が
期
待
し

て
い
た
ア
ツ
モ
リ
草
は
咲
い
て
い
な
い
。
夕

方
、
高
田
さ
ん
の
挨
拶
と
乾
盃
で
開
宴
、
酒

量
は
前
回
並
み
で
あ
る
が
、
論
客
多
才
、
山

峡
の
里
に
い
つ
ま
で
も
続
い
た
。
そ
れ
で
も

早
朝
集
合
、本
格
的
山
歩
き
で
早
寝
と
な
る
。

二
十
六
日
快
晴
、
居
間
の
コ
タ
ツ
で
早
朝

の
酒
宴
が
あ
り
、
全
員
の
エ
ン
ジ
ン
の
調
子

も
快
適
そ
の
も
の
。
八
時
朝
食
後
、
全
員
で

記
念
撮
影
と
な
る
。
九
時
の
バ
ス
で
山
伏
峠

に
至
り
、
旧
ト
ン
ネ
ル
前
で
中
先
生
の
指
導

で
体
操
を
行
い
富
士
の
野
焼
を
眺
め
な
が
ら

大
棚
の
頭
に
向
う
。
山
中
湖
周
辺
は
枯
山
水

に
近
い
風
景
が
展
開
し
て
い
た
。
白
ザ
レ
の

や
せ
尾
根
と
ブ
ナ
林
が
調
和
し
快
適
な
尾
根

歩
き
と
な
る
。
や
が
て
カ
ヤ
ト
の
道
と
な
り
、

陽
光
が
強
く
な
る
。
白
雪
の
富
士
は
や
わ
ら

か
い
山
稜
と
な
り
春
の
化
粧
姿
に
変

っ
て
い

る
。高

指
山
で

一
時
間
半
の
昼
食
時
間
を
与
え

ら
れ
、
最
後
の
乾
盃
の
後
は
山
頂
懇
親
会
や

狸
寝
入
り
を
す
る
人
達
で
占
拠
さ
れ
た
。

参
加
者
　
樋
口
、武
田
、川
上
（進
）、
高
田
、

荒
木
、
吉
武
、
小
川
、
川
上
（光
）、
岡
野
、

大
野
、新
村
、妹
尾
（幸
）
、
妹
尾
（律
）、
林
、

菊
地
、
岩
堀
、
遠
田

（栄
）、
遠
田
（篤
）、

中
、
横
溝
、
橋
本
、
鳩
谷
、
久
保
、
金
谷
（修
）、

池
田
、
尾
身
、
片
岡
、
内
山
、
塚
原
、
金
谷

（信
）
、
大
森
、
水
村
、
河
合
、
係

‥
平
沢
、

佐
藤
（芝
）　
　
　
　
　
　
　
（佐
藤
芝
明
）

一一
支
部
長
選
出

に

つ
い
て

岩
手
支
部

四
月
二
十
八
日
付
に
て
お
知
ら
せ
し
て
お

り
ま
し
た
佐
藤
敏
彦
支
部
長
逝
去
後
の
後
任

支
部
長
の
選
出
の
た
め
支
部
委
員
会
を
左
記

の
通
り
行
い
、
支
部
長
を
選
出
い
た
し
ま
し

た
の
で
理
事
会
の
ご
承
認
を
得
た
く
お
届
け

致
し
ま
す
。

「
巳

日
本
山
岳
会
岩
手
支
部
　
支
部
委
員
会

（招
集
者
　
総
務
委
員
　
菊
池
修
身

・
相

田
房
男
）

日
時
　
五
月
二
十
三
日
（土
）午
後
二
時
よ
り

場
所
　
盛
岡
市
紺
屋
町
　
盛
岡
市
勤
労
福
祉

会
館
会
議
室

出
席
者
　
相
田
房
男
、
菊
池
修
身
、
小
野
寺

正
英
、
中
谷
充
、
近
藤
有
慶
、
松
田
和
弘
、

関
口
宏
、宮
伸
穂
、立
花
幹
雄
、
渡
辺
博
厚
、

田
鎖
寿
、
委
任
　
高
橋
俊
紀
、
石
村
実
、
鹿
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野
松
男
、
佐
藤
泰
彦
、
藤
岡
智
昭

議
長
に
宮
を
選
び
、
支
部
規
定
に
則
り
委

員
会
を
開
催
す
る
こ
と
を
確
認
し
議
事
に
入

る
。

一
、
経
過
報
告

支
部
長
逝
去
後
の
支
部
会
員
へ
の
通
知
か

ら
、
支
部
長
会
議
ま
で
の
経
過
と
支
部
長
会

議

（代
理
出
席
佐
藤
泰
彦
）
報
告
の
内
容
を

概
略
説
明
。

二
、
支
部
長
の
選
出

選
出
す
る
支
部
長
の
任
期
は
前
任
者
の
残

任
期
間
と
す
る

（
一
九
九
二
年
二
月
ま
で
）

事
を
確
か
め
、

支
部
長
　
中
谷
　
充

を
出
席
者
の
全
員

一
致
に
よ
り
選
出
し
た
。

な
お
、
副
支
部
長
　
菊
池
修
身
　
も
あ
わ
せ

て
選
出
し
た
。

三
、
そ
の
他

・
支
部
連
絡
先
、
事
務
担
当
者
は
先
に
届
け

た
支
部
資
料
に
記
載
の
通
り
と
す
る
。

・
故
佐
藤
敏
彦
氏
の
お
別
れ
会
は
紀
子
夫
人

の
招
待
で
行
わ
れ
、
支
部
の
関
与
は
不
要

と
い
う
故
人
の
遺
志
に
よ
り
支
部
か
ら
の

助
力
は
同
夫
人
か
ら
の
要
請
に
よ
る
も
の

の
み
と
す
る
。

・
先
に
山
岳
編
集
委
員
南
川
氏
よ
り
執
筆
依

頼
の
あ
っ
た
佐
藤
敏
彦
氏
追
悼
文

（山
岳

八
十
七
年
掲
載
予
定
）
は
、
南
会
津
山
の

会
を
通
じ
て
同
氏
と
深
い
つ
な
が
り
を
持

た
れ
か
ぬ
か
平
の
山
々
の
山
行
も
数
多
く

ご

一
緒
さ
れ
た
望
月
達
夫
氏
に
お
願
い
す

る
事
と
し
た
。

・
支
部
だ
よ
り
の
原
稿
（六
月
二
十
日
締
切
）

は
中
谷
が
執
筆
す
る
。

な
ど
を
話
し
合
い
終
了
。

一
九
九
二
年
五
月
二
十
五
日

０
日
本
山
岳
会

会
長
　
山
田
二
郎
殿

五
月
定
例
理
事
会

五
月
十
四
日
（木
）十
八
時
～

場
所
　
本
会
会
議
室

出
席
者
　
山
田
会
長
、
松
田
副
会
長
、
小
倉

（茂
）
、
大
森
、
大
倉
、
神
崎
、
重
廣
、
小
倉

（厚
）、
穴
田
、入
澤
、山
口
、
石
橋
、
関
日
、

藤
井
、村
井
、南
川
、
伊
丹
各
理
事
、
飯
野
、

中
島
両
監
事
、斎
藤
、西
村
、
湯
浅
、
橋
本
、

各
常
任
評
議
員

〔委
任
〕
山
本
理
事

◇
議
事

〔審
議

・
承
認
事
項
〕

一
、
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
登
山
の
件

理
事
会
に
先
立
ち
本
日
午
後
四
～
六
時
の

間
、
本
会
会
議
室
に
お
い
て
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル

ワ
登
山
委
員
会
お
よ
び
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
登

山
実
行
委
員
会
の
会
議
を
合
同
で
開
催
、
北

京
会
議
の
報
告
な
ら
び
に
登
山
隊
員
候
補
者

に
つ
き
審
議
が
行
わ
れ
承
認
さ
れ
た
の
で
、

本
理
事
会
で
も
承
認
願
い
た
い
旨
担
当
の
重

廣
理
事
よ
り
説
明
が
あ
り
夫
々
承
認
し
た
。

・会
務
報
告

０
北
京
会
議
で
の
協
議
決
定
事
項
に
つ
い
て

の
承
認

日
本
側
は
斎
藤
惇
生
副
総
隊
長
と
重
廣
が

出
席
。
中
国
登
山
協
会
か
ら
は
王
鳳
桐
副
主

席
、
王
振
華
技
術
部
長
、
張
江
援

マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
、
李
豪
木
通ヽ
訳
、
チ
ベ
ッ
ト
登
山
協

会
か
ら
は
洛
桑
達
瓦
主
席
、高
謀
興
秘
書
長
、

桑
珠
登
山
隊
長
が
出
席
し
た
。
決
定
事
項
は

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

上
隊
の
構
成

（Ｊ
Ａ
Ｃ
十
二
、
中
国
四
十

一
、
報
道
十
四
、
計
六
十
九
名
）

２
．行
動
概
要

九
月
二
日

ｏ
日
本
出
発
、
六
日

・
ラ
サ

入
り
、十
四
日

・
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
開
、

十
月
十
五
日

・
第

一
次
登
頂
、
十
七
日

・
第
二
次
登
頂
、
三
十
日

・
北
京
帰
着
。

３
。装
備
、
食
糧
に
つ
い
て
は
日
本
側
案
に

中
国
隊
員
の
意
見
を
取
り
入
れ
、
ラ
イ

ン
ア
ッ
プ
を
確
定
し
た
。

４
．総
指
揮
部
の
権
限
に
つ
い
て

①
総
指
揮
部
の
構
成
は
、
総
隊
長
二
名
、

総
隊
長
補
佐

一
名
、
副
総
隊
長
二
名
の

五
名
で
構
成
。

②
総
指
揮
部
の
権
限
に
つ
い
て

登
山
中
は
隊
長
判
断
に
よ
っ
て
行
動
す

る

。

③
登
山
隊
の
依
頼
が
あ
れ
ば
、
計
画
の
変

更
に
つ
い
て
協
議
す
る
。
日
中
双
方
の

突
発
事
項
の
発
生
に
速
や
か
に
対
応
す

る

。

②
登
山
隊
員
選
考
に
つ
い
て
の
承
認

登
攀
隊
長
０
、登
攀
隊
員
０
、
マ
ネ
ジ
ャ
ー

０
、
医
師
０
、
気
象
担
当
者
田
、
の
八
名
の

う
ち
気
象
担
当
隊
員
を
除
く
他
の
メ
ン
バ
ー

は
既
に
内
定
し
、
こ
れ
ら
隊
員
候
補
者
を
中

心
と
し
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。
本
国
の
登

山
委
員
会
で
検
討
し
決
定
し
た
の
で
本
国
の

理
事
会
で
も
承
認
願
い
た
い
旨
の
説
明
が
あ

り
、
本
件
承
認
す
る
。

登
攀
隊
長

ｏ
山
本

一
夫
、
隊
員

・
三
谷
統

一

郎
、
青
田
浩
、
山
本
篤
、
佐
藤
正
倫

二
、
特
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
計
の
会
計
監
査

の
件

事
業
年
度
を
ま
た
が
る
特
別
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

（山
研
お
よ
び
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
登
山

の
事
業
）
に
つ
い
て
は
通
常
会
計
と
は
分
け

て
管
理
し
て
い
る
が
、
本
件
に
つ
い
て
も
去

る
四
月
二
十

一
日
別
途
監
査
を
行

っ
た
結

果
、
正
確
且
つ
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
旨

の
報
告
が
飯
野
監
事
よ
り
あ
り
、
本
件
了
承

す
る
。

〔報
告
事
項
〕

次
代
に
残

そ
う
美
し
い
山
と
漢

(15)
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一
、
岩
手
支
部
長

ｏ
佐
藤
敏
彦
氏
逝
去
の
件

四
月
二
十
三
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
六

月
六
日

「佐
藤
敏
彦
氏
の
お
別
れ
会
」
が
盛

岡
で
開
催
、
本
会
を
代
表
し
て
山
田
会
長
が

出
席
の
予
定
。

二
、
上
高
地
山
岳
研
究
所
の
改
築
に
つ
い
て

四
月
二
十
六
日
藤
平
副
会
長
以
下
山
岳
会

関
係
二
十
名
、
地
元
関
係
者
二
十
名
で
地
鎮

祭
を
行

っ
た
。

三
、
合
同
募
金
に
つ
い
て

（石
橋
）

五
月
十

一
日
現
在
　
会
員
募
金

一
一
二
五

名
　
二
〇
、
四
八
三
、　
一
二
九
円
、
企
業
募

金

（申
し
込
み
を
含
め
）
四
四
、
六
七
二
、

〇
〇
〇
円

四
、
平
成
四
年
度
予
算
執
行
に
つ
い
て

（大

倉
）

五
、
指
導
者
賠
償
責
任
保
険
に
つ
い
て

（入

澤
）

本
部
関
係
八
十
八
名
、
支
部
関
係
六
十
六

名
、
四
月
二
十
六
日
に
契
約
し
た
。

六
、
事
務
局

児
玉
氏
に
替
わ
っ
て
後
任
の
宮
澤
美
緒
子

さ
ん
を
紹
介
。

軍
安
目員
△
至
報
圧
口〕

青
年
部
　
四
月
二
十
二
日
早
坂
前
理
事
の
捜

索
会
議
、
四
月
二
十
八
～
五
月
五
日
ア
ム
ネ

マ
チ
ン
隊
穂
高
岳
合
宿
、
五
月
七
日
定
例
委

員
会
、
六
月
十
三
～
十
四
日
谷
川
岳
合
宿
実

施

ｏ
学
生
部
と
共
催
。

学
生
部
　
五
月
十
九
日
リ
ー
ダ
ー
討
論
会

テ
ー
マ

「大
学
山
岳
部
と
学
生
部
に
つ
い

て
」、
※
連
体
中
の
事
故
と
し
て
五
月
五
日

朝
飢
岳
八
ツ
峰
五
峰
付
近
に
て
雪
崩
の
た
め

東
大
ス
キ
ー
山
岳
部
の
三
年
久
保
勝
也
君
が

遭
難
死
。

資
料
委
員
会
　
大
町
山
岳
博
物
館

「ピ
ッ
ケ

ル
等
十
点
」、
松
本

ア
ル
プ

ス
山
岳
館

「
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
等
十
四
点
」、
ス
イ
ス
ア

ル
プ
ス
博
物
館

「
ア
イ
ガ
ー
東
山
稜
特
集

・

新
聞

一
点
」
委
託
品
発
送
業
務
を
行

っ
た
。

四
月
十
三
～
十
七
日
ウ
エ
ス
ト
ン
研
究
の
た

め
来
日
の
ハ
ミ
ル
ト
ン
女
史
（英
国
）
の
対

応
。

フ
ィ
ル
ム

・
ビ
デ
オ
委
員
会
　
①
四
月
二
十

一
日
ア
ル
パ
イ
ン
・
フ
ォ
ト

ｏ
ビ
デ
オ
ク
ラ

ブ
を
発
足
し
た
。
②
談
話
室
の
テ
レ
ビ
の
更

新
、全
世
界
対
応
Ｐ
Ｏ
Ｕ
バ
ル
ビ
デ
オ
購
入
。

③

「
マ
ナ
ス
ル
に
立

つ
」
を
山
岳
映
画
サ
ロ

ン
に
貸
し
出
す
。
（山
岳
映
画
サ
ロ
ン
主
催
に

よ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
山
岳
映
画
会
の
た
め
収
益

は
全
額
ユ
ニ
セ
フ
に
寄
付
す
る
）

科
学
研
究
委
員
会
　
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
気
象
観

測
隊
は
六
月
十
日
出
発
予
定
。

自
然
保
護
委
員
会
　
五
月
二
十
三
～
二
十
四

日
自
然
保
護
全
国
大
会
　
場
所
・朝
日
の
森
。

海
外
連
絡
委
員
会
　
青
海
省
登
山
協
会
主
催

の
昆
合
山
脈
国
際
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
の
方
向

総
務
委
員
会
　
四
月
十
九
日
さ
く
ら
ハ
イ
ク

を
参
加
者
三
十
七
名
で
行
っ
た
。

集
会
委
員
会
　
四
月
二
十
二
日
地
学
講
演
会

於
ル
ー
ム
　
講
師
小
時
尚
氏

入
会
希
望
者
阿
部
敬
子
他
二
十
四
名

（内

復
活

一
名
）
の
入
会
を
承
認
す
る
。

支
部
長
会
議

五
月
十
六
日
土
十
時
～
十
三
時

場
所
　
コ
ー
プ
ビ
ル
会
議
室

出
席
者
　
山
田
会
長
、
松
田
副
会
長
、
小
倉

（茂
）、
大
倉
、
重
廣
、
神
崎
各
常
務
理
事
、

入
澤
、石
橋
、藤
井
、
村
井
、
南
川
各
理
事
、

飯
野
、
中
島
両
監
事
、
支
部
長
　
北
海
道

ｏ

小
須
田
、
岩
手

・
佐
藤
代
、
秋
田

ｏ
岡
田
、

山
形

・
大
橋
、
宮
城

・
柴
崎
代
、
福
島

・
中

嶋
、
越
後

ｏ
高
橋
代
、
信
濃

ｏ
赤
羽
、
山
梨

・
岩
間
代
、
静
岡

・
安
間
、東
海
ｏ鈴
木
代
、

岐
阜

・
松
井
、京
都

・
斎
藤
、富
山

・
木
戸
、

石
川

・
欠
席
、福
井

ｏ
関
代
、
関
西

・
阿
部
、

山
陰

・
篠
原
代
、
福
岡

・
吉
村
、
東
九
州

・

梅
木
、
熊
本

・
本
田
、
宮
崎

・
魚
本
ほ
か
総

務
委
員

◇
議
事

一
、
本
部
報
告

０
岩
手
支
部
長
　
佐
藤
敏
彦
氏
の
逝
去

（四

ｏ
二
三
）
に
関
す
る
件

②
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
峰
登
山
に
つ
い
て

Ｑ
上
高
地
山
岳
研
究
所
改
築
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て

０
合
同
募
金
の
状
況
に
つ
い
て

Ｄ
中
高
年
登
山
対
策
全
国
大
会

（二

ｏ
二

二
）
に
つ
い
て

０
指
導
者
賠
償
責
任
保
険
に
つ
い
て

二
、
会
の
行
事
に
つ
い
て

田
全
国
支
部
懇
談
会

（十
月
二
十

一
日
、

十

一
月

百

）

福
岡
支
部

。
英
彦
山
に
つ
い
て

０
年
次
晩
餐
会

（十
二
月
五
日
）
に
つ
い

て
０
自
然
保
護
全
国
大
会
　
五
月
二
十
三
、

二
十
四
日

０
全
国
女
性
懇
談
会
　
八
月
二
十
九
、
三

十
日

Ｄ
木
暮
祭
　
五
月
十
六
日

０
ウ
エ
ス
ト
ン
祭
　
六
月
七
日

ｍ
宮
崎
ウ
エ
ス
ト
ン
祭
　
十

一
月
二
日

三
、
国
際
関
連
行
事

０
昆
合
山
脈
国
際
キ
ャ
ン
プ

②
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｊ
に
つ
い
て

Ｏ
Ｕ
Ｉ
Ａ
Ａ
（国
際
山
岳
連
盟
）
に
つ
い
て

四
、
支
部
報
告

五
、
提
案
事
項
お
よ
び
意
見
交
換

０
支
部
所
属
会
員
の
会
費
値
上
げ
に
つ
い

て

六
、
そ
の
他

７

日

８

日

青
年
部
、
学
生
部

科
学
研
究
委
員
会

・
大
井
正

一
氏

「山
雲
の
機
構
と
分
類
」
講
演
会

自
然
保
護
委
員
会
、
土
曜
会

総
務
委
員
会

海
外
委
員
会
、
自
然
保
護
委
員
会
、

ア
ル
パ
イ
ン
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ

佳
不〈
ム
丞
台
貝
〈
〓

理
事
会
、
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
峰
登
山

９

日
日 日

14 13    12

(5月 )

●

ル
＝
ム
日
詭
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16 15
日 日

１９

日

２０

日

２１

日

２２

日

２５

日

２７

日

２８

日

３０

日会

員

異

動

５

月

会
員
異
動
　
　
５
月

物

故

宮
本
貴
文

（四
七
五
三
）
　

４

田
中
栄
蔵

（二

一
五
三
）
　

５

退
　
会

本
庄
　
』具

（
一
〇
五
三

一
）

森
本
吉
春

（
一
〇
三

一
〇
）

山
研

・
ナ
ム
チ
ャ
合
同
募
金
応
募
状
況

（六
月
九
日
現
在
）

（二
十
日
）梅
木
秀
徳
、
（十
日
）
太
田
晃
介
、

西
孝
子
、
市
川
義
輝
ズ
六
日
）
祝
迫
重
明
、

合
同
委
員
会

ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

平
成
四
年
度
総
会
、
支
部
長
会
議

（
コ
ー
プ
ビ
ル
）

フ
ィ
ル
ム
委
員
会
、
山
岳
研
究
所
運

営
委
員
会
、
学
生
部

三
水
会

科
学
研
究
委
員
会
、
女
性
懇
談
会
委

員
会

図
書
委
員
会

資
料
委
員
会
、
総
務
委
員
会
、
ア
ル

パ
イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

集
会
委
員
会
、
図
書
管
理
委
員
会

ア
ル
パ
イ
ン
フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ

高
所
登
山
委
員
会５

月
来
室
者
４６３
名

5 14

○

「Ｈ

ｏ
Ｃ

ｏ
サ
リ
ー
ン
さ
ん
を
支
援

す
る
会
」
よ
り
お
願
い

本
会
名
誉
会
員
、
イ
ン
ド
登
山
財
団

（Ｉ

Ｍ
Ｆ
）
の
Ｈ

ｏ
Ｃ

ｏ
サ
リ
ー
ン
さ
ん
が
、
イ

ン
ド
脊
椎
障
害
者
セ
ン
タ
ー

（Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
）

の
会
長
に
就
任
さ
れ
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し

中
條
昌
子
、
入
澤
郁
夫
、
泉
尾
忠
志
、
塩
津

正
英
、
（四
口
）
上
条
敏
昭
、
林
田
正
幹
、
村

川
八
重
子
、
鼎
治
紀
、
金
子
誠
吾
、
平
井

一

正
、
楠
田
亮
ニ
ズ
ニ
ロ
）
安
間

一
勇
、
佐
藤

登
代
子
、
宮
澤
美
緒
子
、
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス

ク
ラ
ブ
、
吉
沢

一
郎
、
橋
爪
幸
達
、
滝
澤
ち

よ
子
、
百
瀬

一
茂
、本
田
卯
太
郎
、
宮
坂
登
、

畠
中
六
左
工
門
、
長
塩
憲
司
、
山
口
斌
、
中

西
豊
和
、
小
柳
清
治
、
佐
藤
英
夫
、
大
平
元

次
、
吉
田
爾
、
深
田
泰
三
、
渡
辺
洋
子
、
竹

内
尭
、土
井
高
夫
、山
本
誠
治
、
林
豊
敏
、
（
一

口
）染
谷
美
佐
子
、福
永
次
男
、
本
多
彦

一
、

野
村
芳
雄
、
鈴
木
秀
雄

（累
計
　
一
千
百
七
十
名
、
四
千
二
百
四
十

三

・
六
口
、
二
千
百
二
十
八
万
八
千
百
二
十

九
円
）

こ
の
電
話
で

も
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す

廼璽ヽ3234-6659

△
　
　
　
△
　
　
　
△

て
こ
の
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。

Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
は
、　
一
九
六
五
年
、
印
パ
紛
争

に
よ
っ
て
脊
椎
損
傷
を
受
け
ら
れ
た
エ
ベ
レ

ス
ト
の
サ
ミ
ッ
タ
ー
、
Ｈ

●
Ｐ

ｏ
Ｓ

●
ア
ル

ワ
リ
ア
さ
ん
と
、
そ
の
治
療
に
尽
力
さ
れ
た

サ
リ
ー
ン
さ
ん
が
当
時
の
イ
ン
デ
ィ
ラ

・
ガ

ン
ジ
ー
首
相
に
提
案
、
現
在
建
設
中
の
イ
ン

ド
国
立
脊
椎
障
害
者
セ
ン
タ
ー
で
す
。

サ
リ
ー
ン
さ
ん
は

一
九
六
六
年
以
降
Ｉ
Ｍ

Ｆ
総
裁
と
し
て
イ
ン
ド

・
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
登
山

に
深
く
か
か
わ
っ
て
こ
ら
れ
、
当
会
で
も
合

同
登
山
は
も
ち
ろ
ん
、
数
多
く
の
登
山
隊
が

暖
か
く
迎
え
入
れ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

お
世
話
に
な
っ
た
方
々
、
有
志
の
方
に
広
く

呼
び
か
け
て
私
た
ち
の
気
持
を
お
伝
え
し
た

い
と
思
い
有
志
で
募
金
委
員
会
を
発
足
い
た

し
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

ご
ざ
い
ま
す
。

募
金
目
標
額
　
三
百
万
円

一
口
　
五
千
円
以
上

振
込
先
　
サ
リ
ー
ン
さ
ん
を
支
援
す
る
会

（加
入
者
負
担
振
込
用
紙
を
左
記
に
ご
請

求
下
さ
い
。
）

問
合
せ
先

（午
後
九
時
以
降
に
）

穴
田
雪
江

８
０
三
―
二
九
二
五
―
五
五
三
二

山
口
節
子

容
〇
四
三
―
二
四

一
―
二
九
〇
六

○
探
索
山
行
の
予
告

行
先
　
吾
妻
耶
山

・
大
峰
山

期
日
　
十
月
十
七
日
（土
）～
十
八
日
（日
）

本
年
度
の
探
索
山
行
は

「吾
妻
耶

・
谷
川

岳
の
地
形
と
地
質
」を
テ
ー
マ
に
行
い
ま
す
。

詳
細
は
八
月
号
の
会
報

『山
』
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
科
学
研
究
委
員
会

○
マ
ッ
プ
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

国
土
地
理
院
で
は
、
第
Ⅲ
期
マ
ッ
プ
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
あ
な
た
も
応
募
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

マ
ッ
プ
モ
ニ
タ
ー
と
は
、
国
土
地
理
院
が

発
行
し
て
い
る
「
二
万
五
千
分
の

一
地
形
図
」

に
対
す
る
意
見
お
よ
び
地
図
の
内
容
に
つ
い

て
の
情
報
を
ボ
ラ
ン
テ
ア
と
し
て
寄
せ
て
下

―
以
下
十
九
頁
へ
―

(17)
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